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巻頭言 

素 問 名 義 附 箋 
戊寅立春 懸壺子 

 

現代中国語言学界の泰斗である銭超塵先生の名著『内経語言研究』の邦訳連載が

ようやく実現して良かった。この書は小生も入手以来座右を離すこと能わざる虎の巻で

あることは言を俟たない。冒頭、綿密無比の『内経』名義訓詁をもって始まるのも、書

名解説を先とする訓詁考証学の伝統に則っている。只、小生些か愚見これ有り、本誌

に邦訳が載ったのを機に、誠惶と謹みて言わせていただく。 

 

全元起は素を五行の本、問を黄帝の岐伯に問うたのが所以とする。林億はこれを

「義未甚明」として諱書などを引き、太素は質の始めである故に、黄帝、質の始めを

問う、と解する。我が桂山先生も『素問識』素問解題で此の説を是とするのだが、銭

先生は馬蒔、張介賓の「平素問答」説を採っておられる。 

 

北宋天聖四年、夏竦の『銅人 穴鍼灸図経』序に「雷公請問其道。廼坐明堂以

授之。後世之言明堂者。以此由是」とある。明堂で授けたから『明堂経』とするのも

明解なら、「九針十二原」を首篇とする故に『鍼経』とするのも解り易い。若し夫れ

『素問』全元起本の首篇は「平人気象論」ではなかったか。此の篇「黄帝問曰平人

何如」の語を以て始まる。按ずるに素の義に平素があり、『漢語大詞典』も「素人」を

「平常的人」と解する。全元起、林億以来の『素問』を素を問うとする素を「平人」

の意とすれば如何。 

 

現世に在りては願わくは質朴で良く通じる命名として銭先生もご不快無く、泉下に在り

ては願わくは素を問うという伝統の解に則り「平素問答」の増字解経を退けることを以て

の故に桂山先生もご安心されたまわんことを。 

合掌 

 
  



ii 

目 次 
 
１．語法とは何か ･･･････････････････････････････････････････････････  1 
 

２．詞の構成 ････････････････････････････････････････････････････････  2 
[1] 単音詞と複音詞 ･････････････････････････････････････････････････  2 

①聯綿詞 ②畳音詞 ③訳音詞 ④附音詞 ⑤複合詞 

[2] 単純詞と合成詞 ･････････････････････････････････････････････････  3 

①連合式 ②偏正式 ③述補式 ④動賓式 ⑤主謂式 ⑥重畳式 ⑦綴合式 
 

３．実詞と虚詞 ――詞類について ････････････････････････････････････  5 
[1] 実詞と虚詞 ･････････････････････････････････････････････････････  6 

[2] 中医古典と詞類研究の意義 ･･･････････････････････････････････････  6 
 

４．名詞 ････････････････････････････････････････････････････････････  6 
[1] 名詞とは何か ･･･････････････････････････････････････････････････  6 

[2] 名詞の語法的特性 ･･･････････････････････････････････････････････  7 
 

５．動詞 ････････････････････････････････････････････････････････････  8 
[1] 動詞とは何か ･･･････････････････････････････････････････････････  8 

[2] 動詞の語法的特性 ･･･････････････････････････････････････････････  8 
 

６．形容詞 ･･････････････････････････････････････････････････････････  9 
[1] 形容詞とは何か ･････････････････････････････････････････････････  9 

[2] 形容詞の語法的特性 ･････････････････････････････････････････････  9 
 

７．数詞と量詞 ･････････････････････････････････････････････････････ 10 
[1] 数詞とは何か、量詞とは何か ･････････････････････････････････････ 10 

中国医学古典中の数詞・量詞の特性 古典的数表示法 

[2] 数詞・量詞の語法的特性 ･････････････････････････････････････････ 11 
 

８．代詞 ････････････････････････････････････････････････････････････ 12 
[1] 代詞とは何か ･･･････････････････････････････････････････････････ 12 

[2] 人称代詞 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 12 

①第１人称代詞 ②第２人称代詞 ③第３人称代詞 ④反身代詞 

[3] 指示代詞 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 13 

①近指代詞 ②遠指代詞 ③傍指代詞 ④虚指代詞 ⑤無指代詞 ⑥特殊指示代詞 

[4] 疑問代詞 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 13 

①誰 ②孰 ③何 ④曷 ⑤奚 ⑥胡 ⑦安 ⑧焉 ⑨惡 
 

９．副詞 ････････････････････････････････････････････････････････････ 14 
[1] 副詞とは何か ･･･････････････････････････････････････････････････ 14 

[2] 程度副詞 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 14 

①重度を表す ②軽度を表す ③比較を表す 



 

iii 

[3] 範囲副詞 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 15 

①総括範囲を表す ②限定範囲を表す ③共同 

[4] 時間副詞 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 15 

①過去を表す ②現在を表す ③恒常性を表す ④速やかであることを表す ⑤緩

慢であることを表す ⑥長時間を表す ⑦短時間を表す ⑧近い未来を表す ⑨最

終を表す 

[5] 頻度副詞 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 16 

①動作・行為の反復・連続を表す 

[6] 肯定／否定副詞 ･････････････････････････････････････････････････ 16 

①肯定を表す ②一般性否定を表す ③禁止性否定を表す 

[7] 語気副詞 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 16 

①反語を表す ②希望を表す ③推測を表す ④驚き・感嘆を表す ⑤譲歩を表す 

[8] 謙敬副詞 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 16 

①謙譲や尊敬の意味を表す 

[9] 指代性副詞 ･････････････････････････････････････････････････････ 17 

①動詞の前に用いて間接的に人称代詞を表す 
 

10．介詞 ････････････････････････････････････････････････････････････ 17 
[1] 介詞とは何か ･･･････････････････････････････････････････････････ 17 

[2] 常用介詞 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 17 

①時間・場所を表す ②原因・目的を表す ③方式・根拠を表す ④対象を表す 

⑤比較を表す ⑥動作・行為の主動者を表す 
 

11．連詞 ････････････････････････････････････････････････････････････ 18 
[1] 連詞とは何か ･･･････････････････････････････････････････････････ 18 

[2] 並列連詞 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 18 

①対等な関係を表す 

[3] 順承連詞 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 18 

①道理の先後相承を表す ②時間の前後相継を表す 

[4] 進層連詞 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 19 

①ある句子の内容を次の句子でいっそう進展させる 

[5] 選択連詞 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 19 

①別の選択肢を提示する 

[6] 転折連詞 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 19 

①反転 ②他転 

[7] 仮設連詞 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 19 

①仮設条件を示す分句の前に置かれる 

[8] 因果連詞 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 19 

①原因・結果関係を表す 

[9] 目的連詞 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 20 

①目的を表す詞組・分句の前に置かれる 

 



iv 

[10] 譲歩連詞 ･･････････････････････････････････････････････････････ 20 

①複句の前分句にあって仮定または事実の譲歩を表す 

[11] 修飾連詞 ･･････････････････････････････････････････････････････ 20 

①状語と中心詞の間にあって修飾関係を表す ②前後往来上下東西などの詞とと

もに時間･方位･範囲などを表す 
 

12．助詞 ････････････････････････････････････････････････････････････ 20 
[1] 結構助詞 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 20 

①定語＋之＋中心語 ②主語＋之＋謂語 ③前置賓語＋之／是＋謂語 ④為＋

名詞＋所＋動詞 

[2] 語気助詞 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 21 

①句首語気助詞 ②句中語気助詞 ③句末語気助詞 ④語気助詞の連用 

[3] 語綴助詞 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 22 

①前綴助詞 ②後綴助詞 
 

13．嘆詞 ････････････････････････････････････････････････････････････ 22 
 

14．詞組 ････････････････････････････････････････････････････････････ 22 
[1] 詞組の構造形式による分類 ･･･････････････････････････････････････ 23 

①連合詞組 ②偏正詞組 ③述賓詞組 ④述補詞組 ⑤主謂詞組 ⑥複指詞組 

⑦介賓詞組 

[2] 詞組の語法壊能による分類 ･･･････････････････････････････････････ 23 

①名詞性詞組 ②動詞性詞組 ③ 形容詞性詞組 

[3] 複雑詞粗の分析 ･････････････････････････････････････････････････ 24 
 

15．句子 ････････････････････････････････････････････････････････････ 24 
[1] 句子成分の分類 ･････････････････････････････････････････････････ 25 

①主語 ②謂語 ③賓語 ④定語 ⑤状語 ⑥補語 
 

16．句子の種類 ･････････････････････････････････････････････････････ 27 
[1] 句子の構造による分類 ･･･････････････････････････････････････････ 27 

①単句・複句 ②完全句・簡略句 ③無主句・独詞句 

[2] 句子の内容による分類 ･･･････････････････････････････････････････ 27 

①陳述句 ②疑問句 ③祈使句 ④ 感嘆句 

[3] 句子中の謂語の性質による分類 ･･･････････････････････････････････ 28 

①動詞謂語句 ②形容詞謂語句 ③名詞謂語句 

[4] 被動句 ･････････････････････････････････････････････････････････ 29 

①為＋主動者＋所＋動詞 ②為＋主動者＋動詞 ③動詞＋於（于）＋主動者 ④

見＋動詞＋於（于）＋主動者 ⑤見＋動詞 ⑥非被動句と形式的差異のないもの 

[5] 双賓語句 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 29 

①給与類 ②教示類 ③作為類 ④奪取類 ⑤致使類 ⑥称謂類 ⑦地位賓語を

もつ双賓語句 ⑧数量賓語をもつ双賓語句 

 



 

v 

[6] 特殊な動賓句 ･･･････････････････････････････････････････････････ 31 

①対動用法 ②供動用法 ③属性賓語句 
 

資料について ････････････････････････････････････････････････････････ 32 
 

17．語序変化 ････････････････････････････････････････････････････････ 36 
[1] 主謂倒装 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 36 

①感嘆句 ②疑問句 ③陳述句 

[2] 賓語前置 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 37 

[3] 定語後置 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 38 
 

18．簡略句 ･･････････････････････････････････････････････････････････ 38 
[1] 句子成分の省略 ･････････････････････････････････････････････････ 38 

①対話省 ②承前省 ③後蒙省 ④汎指省 ⑤自述省 

[2] 主語の省略 ･････････････････････････････････････････････････････ 38 

[3] 謂語の省略 ･････････････････････････････････････････････････････ 39 

[4] 賓語の省略 ･････････････････････････････････････････････････････ 39 

[5] 定語の省略 ･････････････････････････････････････････････････････ 39 

[6] 介賓詞組の介詞の省略 ･･･････････････････････････････････････････ 40 

[7] 仮設条件を表す偏句などの省略 ･･･････････････････････････････････ 40 
 

19．複句 ････････････････････････････････････････････････････････････ 40 
[1] 連合複句 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 40 

①並列複句 ②対比複句 ③選択複句 ④補充複句 ⑤記述複句 ⑥按断複句 

[2] 偏正複句 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 41 

①因果複句 ②転折複句 ③譲歩複句 ④進層複句 ⑤仮設複句 

[3] 多重複句 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 43 

[4] 緊縮複句 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 44 
 

常用固定格式集 ･････････････････････････････････････････････････････ 44 
[1] 所＋α 式 ･･････････････････････････････････････････････････････ 44 

[2] 以＋α 式 ･･････････････････････････････････････････････････････ 46 

[3] 何＋α 式 ･･････････････････････････････････････････････････････ 48 

[4] 如＋α 式 ･･････････････････････････････････････････････････････ 50 

[5] 然＋α 式 ･･････････････････････････････････････････････････････ 50 

[6] 若＋α 式 ･･････････････････････････････････････････････････････ 52 

[7] 不（非、無）＋α 式 ････････････････････････････････････････････ 54 

[8] 方＋α 式 ･･････････････････････････････････････････････････････ 55 

[9] その他 ･････････････････････････････････････････････････････････ 55 
 

「然後、厥氣在下」について ････････････････････････････････････････ 57 

 





 

- 1 - 

１．語法とは何か 

 

 どの言語にも多くの素材単位があり、一定の規則によって組織され、運用される。語

法・文法というのはその規則の抽象的な体系である。ヨーロッパの伝統文法では形態

論に統辞論を加えた２部門を指してギリシア語で「グラマティケー（文字の術）」と呼

んでいた。これは古文を解釈し、正しい文章を書くためのもので、いわば言葉の規範と

して記述される文法であった。中国ではこのような語法の学は訓詁・修辞の学の中に埋

もれていたが、近代以後、西洋文法の影響の下に中国語の語法学の研究が始まっ

た。 

 

 中国語の語法は言語の素材単位である「詞（単語）」の構造・変化・分類を扱う

「詞法」と話し手から聞き手へのメッセージの単位である「句子（文）」の構成法則を

扱う「句法」に分けられる。前者は語論であり、後者は統辞論に当たると言われる。 

 

 ヒトの言語は二つの次元、すなわち話し手から聞き手への発語行為という行動として

の言語の次元と、誰が話し手になり、また聞き手になろうともそれが理解されるために必

要な共通の知識としての言語というもう一つの次元において成立している。「詞法」の扱

う詞とは知識としての言語の単位であり、「句法」の扱う句子は行動としての言語の単位

であると言えよう。同じ発語内容が次元によって詞法・句法の両方によって扱われ、 

 

「子知医之道乎」（『素問』・著至教論） 

 「あなたは医学の道理を知っているか」という一つのメッセージを伝えるこの６字は

それぞれが一つの詞であり、それぞれの詞の性格を扱うのが詞法である。またこの６字

が全体で一つの句子を構成しており、句子の構成成分、すなわち「句子成分」として

の性格を扱を扱うのが句法である。 

 

「帝曰“善”」（『素問』・移精変気論など） 

 この「善」は明らかに一つの発語内容の全体を表わしている。このような「独詞句」

では行動言語と知識言語の二つの次元の単位が同じになる。 
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２．詞の構成 

 

 語法研究に必要な基本的単位の一つである「詞」は「一般に一定の意味を持っ

た、最小の独立して運用される単位である」と定義される。しかしさらに詞を構成するべ

き言語要素として「語素」（詞素・形態素とも言う）という単位が考えられ、「同一のあるい

は類似した意味を持つ、それ以上分割できない言語要素」とされる。例えば「陰陽」、

「虚実」等は「陰」・「陽」、「虚」・「実」等の二つの語素に分割される。 

 

 中国語の語素は大多数が１音節であり、漢字１字で書き表される。特に上古漢語に

おいては大多数の単音節語素はまた独立した詞として運用されるので字と語素と詞が形

式上完全に一致して見られるのだが、往々にして前例のような複数語素からなる詞もあ

り、また「膀胱」・「蚯蚓」等は１語素であるが複音節からなる。 

 

 詞は外面的な音節構成から単音詞と複音詞

に分けられ、また内部的な意味構造から単純詞

と合成詞に分けられる（図１）。 

 

[1] 単音詞と複音詞 

 「問」・「曰」・「子」・「養」のように１音節からなる詞を単音詞といい、これに対して

「黄帝」・「万民」・「百姓」・「租税」のように複数

音節からなる詞を複音詞という。複音詞は２音節の

双音詞と「黄帝内経」のような３音節以上の多音詞

に分けられる。古漢語の複音詞はさらに聯綿詞・畳

音詞・訳音詞等の単純複音詞と附音詞・複合詞な

どの合成複音詞に大別される（図２）。 

 

① 聯綿詞 「連語」とも称される。２字の声母を同じくする双声聯綿詞（恬憺、恍惚、

彷彿、凜冽など）と、２字の韻母を同じくする畳韻聯綿詞（栝樓、逡巡、従容、崑崙な

ど）、さらに音声的な結合がなくても２字の結合が緊密で２字を離すと意味が変わっ

てしまうもの（琅㺭、霍乱など）がある。 

┌───────────────┐ 
│単音詞─陰・陽・虚・実┬単純詞│ 
│           │   │ 
│   ┌膀胱・蚯蚓──┘   │ 
│複音詞┤           │ 
│   │           │ 
│図１  └陰陽・虚実──合成詞 │ 
└───────────────┘ 

 

┌─────────────┐ 
│         ┌聯綿詞│ 
│         │   │ 
│   ┌単純複音詞├畳音詞│ 
│   │     │   │ 
│複音詞┤     └訳音詞│ 
│   │         │ 
│   └合成複音詞┌附音詞│ 
│         │   │ 
│図２        └複合詞│ 
└─────────────┘ 
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② 畳音詞 「重言」とも称される。同一の２字を反復するもので反復の結果１字の時

と別の意味を生ずる単純畳音詞（洒洒、堂堂など）と原義を強調する合成畳音詞（渾

渾、膨膨など）に分けて考えられる。後者にはさらに複数の意味を付加するもの（人

人、家家など）がある。 

③ 訳音詞 外国語の音訳に漢字を用いたもの。「単于」（王の匈奴語）、「耶馬台」（日

本語地名）、「耆婆」（サンスクリット語人名）、「沙児某乞」（蔓青のモンゴル語）など。 

④ 附音詞 ある詞の前に詞頭（阿－など）または後に詞尾（－然など）を付加して作ら

れる合成複音詞。「神乎」「妙乎」「卒然」など。 

⑤ 複合詞 意味が類似する複数字を合わせた同義複合詞（根本、神霊、把握、虚無な

ど）、意味が相反する複数字を合わせた反義複合詞（呼吸、存亡、虚実、陰陽、左右、

正邪など）、それ以外の複数字を合わせたもの（将軍、養生、邪気、天寿、深淵、王不留

行など）に分けられる。反義複合詞には「国家」「緩急」のように相対する２字の一

方の意味のみを存する用法があり「偏義複詞」と呼ばれる。「知死生之期」の「死

生」、「毒薬治其内」の「毒薬」はこれに当たる（いずれも『素問』より）。 

 

[2] 単純詞と合成詞 

 詞を内部的な意味から分けると単一の語素からなる単純詞と複数語素からなる合成詞

に分けることができる。単純詞には「余」「聞」「人」「皆」のような単音節語素からなる

ものと「膀胱」「蚯蚓」などのように複音節語素からなるものがある。合成詞は語素と語

素の間の関係形式から次のように分類される。 

 

① 連合式 

 語素と語素が主次をつけられない並列関係にあるもの。 

時世 動作 春秋 虚無 精神 平均 把握 肌肉 思想 形体 分別 合同 

調合 清浄 閉塞 絶滅 賊邪 鍼石 綱紀 音声 変化 津液 軟弱 分裂 

解剖 閉塞 堅固 端正 動揺 潤沢 慓悍 分離 源泉 

② 偏正式 

 前の語素が後の語素を修飾するもの。 

聖人 独立 不肖 地理 経脈 孫絡 良工 人事 人情 平気 条理 少陰 

太陽 上焦 三焦 中指 督脈 帯脈 乳房 病因 苛疾 大豆 
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③ 述補式 

 後の語素が前の語素を補充する関係にあるもの。 

傷寒 傷暑 傷食 中風 保全 （銭超塵『内経語言研究』1990-はこれを偏正式に含

めるが許敬生『医古文語法知識』1991-に従った。） 

④ 動賓式 

 動詞性の語素の後に名詞性の語素が結合したもの。賓語は句法で動詞に続く名詞。

補充関係よりも強い支配関係を言う。「読書」「注意」などは「書を読む」「意を注ぐ」

という動賓式である。 

臨泣 承泣 承漿 至陽 至陰 迎香 戴眼 戴陽 将軍 養生 得気 補気 

補血 補腎 益肺 駆虫 扶正 邪 痰 利湿 攻下 治病 降逆 固精 

清熱 煉丹 抜鍼 折鍼 置鍼 刺絡 瀉血 按脈 服薬 

 しかし穴名、病名、官職などを除くと古漢語では「詞（熟語）」としての結合は始めは

弱く、用いられる間に術語として定着したものである。 

⑤ 主謂式 

 名詞性の語素の後に動詞性または形容詞性の語素が結合したもので、それぞれ句法

の主語と謂語（述語）に該当する。 

人迎 三陰交 腹哀 腹結 睛明 神明 神昏 面塵 面垢 舌強 舌巻  

肝鬱 頭痛 頭重 半身不随 瞳神縮小 真人活命飲 王不留行 

⑥ 重畳式 

 複音詞の畳音詞に相当する、同一の単音単純詞を反復するもので、中医古典にはき

わめて多くの例がみられる。 

喘喘 溶溶 潰潰 洒洒 渾渾 綿綿 累累 冥冥 介介 濯濯 忽忽 膨膨 

漉漉 窈窈 悒悒 几几 嗇嗇 翕翕 鬱鬱 回回 洗洗 連連 

⑦ 綴合式 

 複音詞の附音詞に相当する、語素と語綴からなる合成詞で、語素の前にある語綴を

詞頭、後にある語綴を詞尾と称する。「－然」という語綴を詞尾に持つ形が多く見られ

る。 

蒼蒼然 循循然 黙黙然 几几然 渾渾然 累累然 淡淡然 徐徐然 洒然  

怯然 昭然 慧然 浙然 快然 
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鍵詞⇒字・詞・語素、単音詞・複音詞、単純詞・合成詞・同義複詞・反義複詞・偏義複詞、連

合式・偏正式・動賓式・主謂式 

演習⇒知っている熟語から同義複詞・反義複詞を見つける。また連合式・偏正式・動賓式・主謂式

を見つける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．実詞と虚詞 ――詞類について 

 

 前節では詞を音節構造および意味構造から分類する方法を学んだが、さらに詞は語

法上の性質によっても分類される。 

 

 中古漢語三十六声母の音韻構造 
┏━━━┯━━━━┯━━━━━━┯━━━┯━━━━━┯━━━┓ 
┃古分類│現代分類│英名    │調音点│調音体  │調音法┃ 
┣━━━┿━━━━┿━━━━━━┿━━━┿━━━━━┿━━━┫ 
┃牙音 │軟口蓋音│velars    │後舌面│軟口蓋  │破裂音┃ 
┠───┼────┼──────┼───┼─────┼───┨ 
┃舌頭音│歯音  │dentals    │舌尖 │上歯   │破裂音┃ 
┠───┼────┼──────┼───┼─────┼───┨ 
┃舌上音│そり舌音│retroflex   │舌尖 │硬口蓋前部│破裂音┃ 
┠───┼────┼──────┼───┴─────┼───┨ 
┃重唇音│両唇音 │bilabials   │ 上唇／下唇   │破裂音┃ 
┠───┼────┼──────┼───┬─────┼───┨ 
┃軽唇音│唇歯音 │labiodentals │下唇 │上歯   │摩擦音┃ 
┠───┼────┼──────┼───┼─────┼───┨ 
┃   │    │      │   │     │破擦音┃ 
┃歯頭音│歯音  │dentals    │舌尖 │上歯   │   ┃ 
┃   │    │      │   │     │摩擦音┃ 
┠───┼────┼──────┼───┼─────┼───┨ 
┃   │    │      │   │     │破擦音┃ 
┃正歯音│舌面音 │dorsals    │舌端 │硬口蓋  │   ┃ 
┃   │    │      │   │     │摩擦音┃ 
┠───┼────┼──────┼───┴─────┼───┨ 
┃   │    │      │         │破裂音┃ 
┃喉音 │声門音 │glottals    │ 声門／口蓋垂  │   ┃ 
┃   │    │      │         │摩擦音┃ 
┣━━┯┷━━━━┳━━┯━━━┿━━━━━━━━━┷━━━┫ 
┃全清│無声無気音┃  │鼻音 │鼻腔に呼気が流れ出る音  ┃ 
┠──┼─────┨  ├───┼─────────────┨ 
┃次清│無声有気音┃次濁│流音 │側面音（l）と振動音（r）  ┃ 
┠──┼─────┨  ├───┼─────────────┨ 
┃全濁│有声音  ┃  │半母音│調音点の狭い有声摩擦音  ┃ 
┗━━┷━━━━━┻━━┷━━━┷━━━━━━━━━━━━━┛ 
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[1] 実詞と虚詞 

 訓詁考証学の伝統的用語「実字・虚字」に

由来する「実詞・虚詞」の分類は近代語法学

史においても一貫した基準があったとは言い難い

が現代では通常次のように考えられている。 

 

 「実詞」は単独で句詞成分（文の構成単位）と

なり、また問題の解答となるもので、比較的実在

的な意義を有し、客観的事物およびその動作、行為、存在、変化、性質、状態、数

量、時間、場所などの概念を表示する。実詞は名詞、動詞、形容詞、数詞、量詞、

および代詞を包括する。 

 「虚詞」は副詞を除いて句詞成分となりえず、単独で問題の解答とならないもので、

実在の意義を表示しない。基本的には語法関係あるいは語気を表示するもので、副

詞、介詞、連詞、助詞、嘆詞を包括する。 

 

[2] 中医古典と詞類研究の意義 

 代表的な清朝考証学者の一人である王引之は「経伝中（儒学の古典解釈において）実

字は訓
よ

み易く、虚詞は釈き難い」として『経伝釈詞』（1793年序）を著した。実詞と虚詞

に共通の字が用いられるとき、実詞として読んでいる字が実際は虚詞であったために意

味が通じがたくなっているものが多かったのである。 

「余子萬民、養百姓……余哀其不給（終）、而屬有疾病」 ――九針十二原 

 前後二つの「余」に続く「子」「養」、「哀」「屬」はいずれも動詞で類義（育てる、

哀れむ）、「其」「有」をいずれも代詞（その）である、と詞類を判明することではじめて

文意が明かとなる。 

 

 

４．名詞 

 

[1] 名詞とは何か 

 「名詞」とは人物・事物の名称、および時間・場所・方位を表す詞をいう。中国語

┌─────────────┐ 
│名詞─┐      ┌副詞│ 
│   │      │  │ 
│動詞─┤┌─┐┌─┐├介詞│ 
│   ││実││虚││  │ 
│形容詞┼┤ ││ ├┼連詞│ 
│   ││詞││詞││  │ 
│数詞─┤└─┘└─┘├助詞│ 
│   │      │  │ 
│量詞─┤      └嘆詞│ 
│   │         │ 
│代詞─┘         │ 
└─────────────┘ 



 

- 7 - 

の語法では数の概念を表すものは「数詞」、また事物を数える単位の名称や動作の回

数を表す詞は「量詞」として名詞と別に扱う。 

 

 人物・事物・場所などには人名、地名などの「専有名詞（本名、固有名詞）」と普遍

的名称としての「公共名詞（普通名詞）」がある。 

人物：黄帝、岐伯（専有名詞） ；聖人、女子（公共名詞） 

事物：河、江（上古は専有名詞） ；鍼、任脈（公共名詞） 

時間：春、今日、平旦（時点） ；春三月、萬歳（時段―期間） ─時間詞 

場所：房、庭、明堂（地点） ；三寸、三里（地段―距離） ─地位詞 

方位：上、中、下、内、外、表、裏、東、西、南、北   ─方位詞 

 

[2] 名詞の語法的特性 

① 形容詞・数詞・代詞の修飾を受け、時に偏正式の合成詞を作る。ただし専有名詞

は一般に形容詞・数詞に直接修飾されない。 

黄帝（形容詞＋名詞）、萬民（数詞＋名詞）、其俗（代詞＋名詞） 

② 句子の中で主語（句頭）・賓語（動詞後）・定語（名詞前）となる。 

肝（主語）蔵（動詞）血（賓語）。天地（定語）之道（名詞） 

③「ＡはＢである」というような判断を表す句子において謂語（述語）となるもので現代

中国語では「是」（～である）に続く。 

明堂者、鼻也。（明堂とは鼻である） 

④ 時間、場所、方位を表す名詞は動詞の補語（意味を補う成分）となる。 

─下（動詞）膝三寸（場所）、二三歳（時間）不已（動詞） 

⑤ 句子の中で状語（動詞を修飾する成分）となる。 

比喩   ：氷釋、師事 

参照   ：弗治、滿十日、法當死（玉機真蔵論） 

工具・方式 ：可湯熨及火灸（玉機真蔵論） 

場所   ：其陵居而多風（異方法宜論）、陰居以避暑（移精変気論） 

方位   ：胃氣上注于肺（口問） 

時間   ：夏刺冬分…時欲怒（診要経終論）、病日已矣（熱論） 
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５．動詞 

 

[1] 動詞とは何か 

 「動詞」とは動作・行為、存在・変化、心理活動を表す詞、および能願動詞、判

断詞をいう。「能願動詞」は動詞・形容詞の前に置かれて可能・義務・必要・願望な

どを表すもので、「助動詞」とも呼ばれた。「判断詞」は判断句の主語と謂語の関係を

表すもので「繋詞」ともいう。能願動詞と判断詞を動詞の付類とする。 

動作・行為：問、答、迎、随、出、入、往、来、終、始 

存在・変化：生、死、有、無、存、亡 

心理活動 ：怒、喜、思、憂、恐 

能願動詞 ：能、可、応、当、須、願、欲 

判断詞  ：是、爲 

 

[2] 動詞の語法的特性 

① 形容詞・副詞・数詞の修飾を受けられる。 

大怒（形容詞＋動詞）、数欠（副詞＋動詞）、五刺（数詞＋動詞） 

② 句子の中で謂語（述語）となる。 

帝（名／主）曰（動／謂）、余（名／主）聞（動／謂） 

③ 句子の中で動詞を修飾する状語となる。 

血気（主語）揚（状語）溢（謂語）。 ──『素問』八正神明論 

委中（主語）者、屈（状語）而取（謂語）之。 ──『霊枢』邪気蔵府病形 

悲以恐。棄衣而走、登高而歌。（賓語を従えている） ──『素問』陽明脈解 

④ 句子の中で名詞を修飾する定語となる。 

至人、昇龍、伏虎、走狗 

⑤ 名詞として用いられ、主語や賓語になることがある。 

刺之道、必通十二経絡之所終始。 ──『霊枢』本輸 

陰陽以通、其臥立至。 ──『霊枢』邪客 

⑥ 能願動詞は動詞の前に置かれる。 

気化則能出矣。 ──『素問』霊蘭秘典論 

願聞其解。 ──『霊枢』本輸 
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⑦ 判断詞「爲」は「属する」の意味を包含する。 

水爲陰、火爲陽。  ──『素問』陰陽応象大論 

 

 

６．形容詞 

 

[1] 形容詞とは何か 

 「形容詞」とは人や事物の形状・性質、または行為・動作および発展・変化など

の状態を表す詞をいう。 

形状：長、短、大、小、高、低、方、円、曲、直、白、黒 

性質：正、邪、老、若、虚、実、寒、熱、堅、軟、酸、苦 

状態：遅、速、滑、渋、昏昏、堂堂、卒然 

 

[2] 形容詞の語法的特性 

① 副詞（主として程度副詞、否定副詞）の修飾を受ける。 

最貴（程度副詞＋形容詞）、不明（否定副詞＋形容詞） 

② 句子の中で謂語、定語、状語、また時として補語となる。 

其理奥、其趣深。（謂語） 

大風、苛毒、清陽、濁陰、長鍼、大鍼（定語） 

卒然而止。易陳而難入。（状語） 

氣來實強、氣來虚弱。（補語） 

③ 畳音変化、付音変化をする。 

無刺渾渾之脈（畳音変化）卒然、妙乎（付音変化） 

④ 動詞として用いられ、賓語を従えることがある。 

以辛潤之、以苦堅之。 

⑤ 名詞として用いられ、主語や賓語になることがある。 

虚實不同。（主語）病有久新。（賓語） 
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鍵詞⇒詞類、実詞・虚詞、名詞、時間詞、地位詞、方位詞、動詞、能願動詞、判断詞、形容詞 

課題⇒『霊枢』経脈第十（資料集52～77頁）から名詞、動詞、形容詞を選び出し、その分類と語

法的特性を考える。 

（例）名詞：雷公、黄帝（専有名詞）；経脈、始、度量（公共名詞） 

   動詞：問、曰（動作・行為）；生、成（存在・変化）；言、刺（名詞として用いられる）；願

（能願動詞）；爲（判断詞） 

 

 

７．数詞と量詞 

 

[1] 数詞とは何か、量詞とは何か 

 甲骨文の時代から、単位や回数を表す「量詞」は数を表す「数詞」と必ず連用さ

れ、単独で使用されることがないため、語法学書では同一項で論じられる。 

 数詞には整数、分数、倍数などの「数目」と物の順

序を表す「序数」がある。 

 量詞には物の分量・数量などの単位を表す「物量

詞」と動作の単位を表す「動量詞」がある。 

 

中国医学古典中の数詞・量詞の特性 

① 中国医学古典特有の量詞：壮・痏・息 

② 相乗数：二八（十六歳）、三八（二十四歳） 

③ 虚数 ：三・九・十・百・千・万（三・九の倍数：三十六・七十二等） 

三而成天、三而成地、三而成人、三而三之、合則爲九。 ──六節蔵象論ほか 

天以六六爲節、地以九九成會。 ──六節蔵象論 

風者百病之長也。  ──玉機真蔵論 

 これらは理念的、思弁的な数字であって、実験的観測の結果から出たものではないと

いう意味で虚数と呼ばれる。 

 

古典的数表示法 

① 序数：第一鍼、八曰長鍼、此治之四失也、正月太陽寅、孟春痺 

② 倍数：倍之、十之 

┌──────────┐ 
│数詞┬─数目 ：二十│ 
│  │       │ 
│  └─序数 ：第一│ 
│          │ 
│量詞┬─物量詞：寸 │ 
│  │       │ 
│  └─動量詞：壮 │ 
└──────────┘ 
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③ 分数：分母数＋分＋量詞／名詞＋之＋分子数 

一寸四分分之一（１寸1/4分）─┐最初の「分」は分数を表す分、 
              │ 
九寸八分分之七（９寸7/8分）─┘次の「分」は量詞（1/10寸） 

十分身之六（全身の6/10）十＋分＋名詞「身」＋六 

十分蔵之八（全蔵の8/10）十＋分＋名詞「蔵」＋八 

   分母数＋有＋分子数 

病死者十有三也。（歳露論） 大病死者十有六。（同） 

 

[2] 数詞・量詞の語法的特性 

① 数詞＋量詞＋名詞 数量詞組が名詞の定語となるもの。 

一巻書（華佗伝）、一箪食一瓢飲（論語）、一杯水…一車薪（孟子） 

漢代以前は使用例がまれで、医書にはほとんど見えない。 

② 名詞＋数詞＋量詞 数量詞組が名詞の補語となるもの。 

長三寸六分、圍二尺六寸、廣一尺三寸、桂心一斤 

比較的多い用例。 

③ 動詞＋数詞＋量詞 数量詞組が動詞の補語となるもの。 

度百歳、刺三痏、留二呼 

②と共に比較的多い用例が見られる。 

④「九死一生」、「百戦百勝」のように動量詞を用いない場合が多い。 

脈再動、三刺而已、今見三死不見一生（評熱病論） 

状語、動詞を直接修飾する。 

⑤ 物量詞を用いない例も多い（①が少ない理由か）。 

三陰、三陽、四時、五臓、五味、九鍼、二十五變、百病 

定語、名詞を直接修飾する。 

⑥「再」は動詞の前に置かれて「２回、２回目」を意味する数詞。 

平人日再後（平人絶穀）。 ２回 

再問（脹論）。    ２回目に 

 

数詞・量詞は主に定語、状語、補語として用いられるが、主語、賓語、謂語となる場

合もある。 
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主語 形式上、ある句子の始めにおかれる名詞、代詞、数詞 

二曰圓鍼。 

賓語 ある句子の動詞／介詞の後におかれる名詞、代詞、数詞 

聞一知十。肺消者、飲一溲二（気厥論）。 

謂語 ある句子の中心となる叙述部分におかれる動詞、形容詞など 

脈之状不一、載於『脈經』者二十四。（劉完素） 

 

 

８．代詞 

 

[1] 代詞とは何か 

 中国語では代詞は名詞・動詞・形容詞・数詞・量詞・詞組・句子などの包括する

概念を代用し、また対象との関係を指示するはたらきがあり、一般に名詞だけを代用す

る外国語の代名詞と異なる。「物」という詞は個々の抽象概念や具体的存在の概念を

「代用する」が代詞とは呼ばれない。それが代詞「其」「此」などと異なり、発語者と

対象の関係を指示する要素を持たないことから代詞は一種の「関係詞」でもある。 

 代詞は表す対象がこれまでの名詞、動詞、形容詞、数

詞、量詞などのように直接でないため、「どの対象を代用

しているか？」の判断がしばしば古典テキスト解釈の鍵と

なることすらある。 

 以下、一般的な代詞分類に従って述べる。 

 

[2] 人称代詞 

 さらに第１人称代詞（自称代詞）、第２人称代詞（対称代詞）、第３人称代詞（他称代

詞）、反身代詞の４種に分けられる。 

① 第１人称代詞 

 『素問』、『霊枢』の中では「余」が大多数でわずか

に「吾」「我」が用いられ、語法的には主語定語、

賓語などにされる。先秦時代には「吾」が主語、定

語に「我」が賓語に用いられることが多かった。 

┌─────────┐ 
│  ┌人称代詞：余│ 
│  │      │ 
│代詞┼指示代詞：此│ 
│  │      │ 
│  └疑問代詞：何│ 
└─────────┘ 

┌───────────┐ 
│    ┌第１人称代詞│ 
│    │      │ 
│人称代詞┼第２人称代詞│ 
│    │      │ 
│    ├第３人称代詞│ 
│    │      │ 
│    └反身代詞  │ 
└───────────┘ 



 

- 13 - 

② 第２人称代詞 

 同じく「汝」、「若」。古くは「乃」、「而」は定語のみで賓語にされなかった。「汝」、

「爾」は親しい呼びかけの呼称で目上に用いるべきではなかった。 

③ 第３人称代詞 

 同じく「其」、「之」。上古には第３人称代詞の専用語は存在せず、「其」、「之」、

「彼」などが指示代詞から転用された。「之」は常に賓語、「其」は常に定語。 

④ 反身代詞 

 「自」、「己」など自身を呼称する語。 

 

 そのほかに人称代詞には単数、複数の区別がない、敬称がある、人称を変える、人

と物の区別がないなどの特徴がある。 

 

[3] 指示代詞 

① 近指代詞：「是」、「此」、「之」、「然」、「斯」、

「若」など。 

② 遠指代詞：「彼」、「夫」、「其」など。 

③ 傍指代詞：「他」、「異」（異日）など。 

④ 虚指代詞：「或」、「有」、「某」のように特定でき

ない「ある者」を指す。 

⑤ 無指代詞：「莫」、「無」など具体的なものを示さ

ず、否定副詞「不」、「非」の前などで用いられる。 

⑥ 特殊指示代詞：動詞／形容詞／詞組＋「者」、「所」＋動詞 

往者、來者、堅者、知其要者；所宜、所爲、所出、所不能全 

 

[4] 疑問代詞 

① 誰（人）  ：主語、賓語、定語、謂語／誰能別之。不知其誰。 

② 孰（人、物） ：多く主語／孰知其要。孰少孰多。 

③ 何（物、故） ：賓語、状語、定語／何謂形。皆愈何也。是爲何病。 

④ 曷（物、時、故） ：状語、定語／曷益、曷損。曷月歸哉。曷爲言王。 

⑤ 奚（物、処、故） ：賓語、定語／且奚適也。此奚疾哉。 

┌───────────┐ 
│    ┌近指代詞  │ 
│    │      │ 
│    ├遠指代詞  │ 
│    │      │ 
│指示代詞┼傍指代詞  │ 
│    │      │ 
│    ├虚指代詞  │ 
│    │      │ 
│    ├無指代詞  │ 
│    │      │ 
│    └特殊指示代詞│ 
└───────────┘ 
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⑥ 胡（何＋故） ：状語／胡爲於泥中。 

⑦ 安（処）  ：賓語／病安從來。其病安在。 

⑧ 焉（処）  ：状語／人焉受氣。陰陽焉會。 

⑨ 惡（物、処、故） ：状語／惡可以度量刺乎。 

 

鍵詞⇒数詞、相乗数、虚数、除数、倍数、分数、量詞、物量詞、動量詞、代詞、人称代詞、指

示代詞、疑問代詞 

演習⇒『霊枢』骨度、腸胃の数詞、量詞を語法的に調べる。 

   『霊枢』経脈の代詞を語法的に調べる。 

（例）重十両：十／数詞、整数  両／量詞、物量詞 

   所行：所／特殊指示代詞  其：遠指代詞 

 

 

９．副詞 

 

[1] 副詞とは何か 

 副詞は一般には名詞、動詞、形容詞、他の副詞などの謂語

を修飾し動作・行為・性質・状態などの程度・範囲・時間・

否定／肯定・語気などの語法的意義を表す。個別的には

「凡」「唯」のように主語を修飾する場合もある。 

 句子成分となること、また否定副詞のように単独で発語されるも

のもあることから、半実詞的な性格もあるとされる。 

 ここでは『医古文語法知識』にしたがって副詞を右図のような

８種に分類して述べる。 

 

[2] 程度副詞 

① 重度を表す：太、最、極、甚、殊 

悲哀太甚。何蔵最貴。手少陰脈動甚者、妊子也。殊貴。 

② 軽度を表す：少、略、頗 

一剤而嘔少止。願略聞其意。髪頗斑白。 

③ 比較を表す：更、愈、益、尤 

病益甚。小腹尤堅。 

┌───────┐ 
│  ┌程度副詞│ 
│  │    │ 
│  ├範囲副詞│ 
│  │    │ 
│  ├時間副詞│ 
│  │    │ 
│副詞┼頻度副詞│ 
│  │    │ 
│  ├肯否副詞│ 
│  │    │ 
│  ├語気副詞│ 
│  │    │ 
│  ├謙敬副詞│ 
│  │    │ 
│  └指代副詞│ 
└───────┘ 
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[3] 範囲副詞 

① 総括範囲を表す：皆、悉（卒）、咸、盡、凡 

六府皆爲陽。萬物悉備。願卒聞經脈之始生。鍼道咸絶。萬物盡然。凡刺之

法、必先本于神。 

② 限定範囲を表す：唯（惟・維）、獨、但、直 

唯聖人從之。腎氣獨沈。但弦、無胃曰「死」。直入掌中。 

③ 共同、相互、交代を表す：倶、共、同、更、相 

天地倶生。正邪共會也。同出而名異耳。虚實更作。寒暖相移。 

 

[4] 時間副詞 

① 過去を表す   ：既、已、曾、甞 

人血既盡。年已老而有子。未曾不惑。未甞被傷。 

② 現在を表す   ：方、始、乃 

肌肉方長。血氣始盛。度百歳乃去。 

③恒常性を表す   ：素、常 

皆非其素所能也。診法常以平旦。 

④ 速やかであることを表す：立、亟、卒、即、乍、疾 

病立已。亟刺陰陽。或卒死、或病久。脈乍緊。君馬行疾。 

⑤ 緩慢であることを表す ：徐、漸、稍 

疾出鍼、而徐按之。邪氣稍至。 

⑥ 長時間を表す   ：久、良久 

久立傷骨。良久乃得視。 

⑦ 短時間を表す   ：須臾、少頃、有頃、斯須 

須臾吐出三升許蟲。老者有頃已。相對斯須。 

⑧ 近い未来を表す  ：將、且、欲 

精神將奪矣。陽氣且出。欲竭其精。 

⑨ 最終を表す   ：卒、終、竟 

卒至于死。終如其言。十年竟死。 
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[5] 頻度副詞 

① 動作・行為の反復・連続を表す：復、更、數 

終而復始。復動、更呼佗。數問其情。 

 

[6] 肯定／否定副詞 

① 肯定を表す  ：必、固 

必先問其病之所先發者。右脈固當沈緊。 

② 一般性否定を表す ：不、未、非、弗、莫 

其來、不可逢。未覩其疾惡、知其原。此非一日之教也。弗能害也。莫貴於人。 

③ 禁止性否定を表す ：莫、勿、無、毋 

色脈不順莫鍼。已醉勿刺。奪血者無汗。毋逆天時。 

 

[7] 語気副詞 

① 反語を表す  ：豈、寧、其（そもそも～であろうか？） 

豈有此理。寧不愉快。身非木石、其能久乎。 

② 希望を表す  ：幸、唯（惟）、其（～と願いたい） 

幸勿推辭。唯好生者、略察之。其勿忽于是焉。 

③ 推測を表す  ：殆、其、庶、庶幾、蓋（おそらく） 

殆積血也。其唯聖人乎。庶可以見病知源。吾王庶幾無疾病與。此蓋益其壽命

而強者也。 

④ 驚き・感嘆を表す ：曾、竟、乃、其（思いもよらず） 

曾不留神醫藥。竟不知孰可摘而孰可遺。乃至如此。何其多也。 

⑤ 譲歩を表す  ：尚、且、其（～でさえ） 

雖近衣絮、猶尚苛也。死且不避。天其弗識、人胡能覺。 

 次の句にはそれぞれことなる「其」が現れる。 

知音其難哉、音實難知、知實難逢、逢其知音、千載其一乎。 

 

[8] 謙敬副詞 

① 謙譲や尊敬の意味を表す：請、敢、伏、敬、謹 

請問其故。敢問九鍼焉生。臣伏讀。扁鵲曰「敬諾」。善爲脈者、謹察五蔵六府。 
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[9] 指代性副詞 

① 動詞の前に用いて間接的に人称代詞を表す：相（１･２･３人称）、見（１人称） 

相成之徳、謂孰非後進之吾師云。（１人称） 

然君壽、亦不過十年、病不能相殺也。（２人称） 

相對斯須、便處湯藥。（３人称） 

生孩六月、慈父見背。（１人称） 

冀君實或見恕也。（１人称） 

※参考【見】⑦動詞の前に用いて自分にどうしてほしいかを表す。；敬語の語感。「見諒」諒察さ

れたい。「見教」教えを請うときの常套語。（香坂順一編『現代中国語辞典』光生館） 

 

 

10．介詞 

 

[1] 介詞とは何か 

 名詞・代詞、あるいは各種の詞組を動詞・形容詞に「紹介」し、時間・場所・原

因・目的・方式・根拠・対象・比較などを表す詞を介詞という。」「為」「従」など動

詞となるものもあり、多くはもと動詞から転じた。介詞と結びつく成分を賓語といい、介詞

は賓語の前にあるのが普通だが、賓語が疑問代詞のときなどは介詞が後になる介賓倒

置が生じることがある。また「與」「以」「為」などの介詞は賓語が省略されることがあ

る。「於」「以」などの介詞は省略されることもある。 

 

[2] 常用介詞 

① 時間・場所を表す：以、於（于）、乎、諸 

以平旦死。東風生於春。肺受氣於腎。 

② 原因・目的を表す：以、為、因、乎 

鼻為之不利。因志而存變、謂之「思」。病乎實也、而以爲虚。 

③ 方式・根拠を表す：以、因 

人以水穀爲本。上部以何候之。月事以時下。能因陰察陽。 

④ 対象を表す：於（于）、為、與 

乞藥於牛醫。脾病、不能爲胃行其津液。君之病、與之同。 
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⑤ 比較を表す：於（于） 

莫貴於人。人莫貴於生。 

⑥ 動作・行為の主動者を表す：於（于）、為 

冬傷於寒。先即制人、後即爲人所制。 

※介賓倒置、賓語省略の例 

何以知人之且病也。精神内守、病安從來。他山之石、可以之攻玉。 

 

鍵詞⇒程度副詞、範囲副詞、時間副詞、頻度副詞、肯定／否定副詞、語気副詞、謙敬副詞、指

代性副詞、介詞、介賓倒置、賓語省略 

演習⇒『素問』宝命全形論の副詞・介詞を語法的に調べる。 

  （例）悉：範囲副詞  莫：否定副詞  以：原因を表す介詞 

 

 

11．連詞 

 

[1] 連詞とは何か 

 連詞は詞、詞組、あるいは句子を連接してそれら相互の関係

を表示する語法機能をもつ。介詞と合わせて「関係詞」と呼ば

れることもあるが、連詞の後に置かれる成分は賓語ではなく、また

否定副詞など他の詞が連詞とともに用いられることはない。 

 連詞によって連接される各部分の関係によって、右図のような

10種に分類されている。 

 

[2] 並列連詞 

① 対等な関係を表す：與、及、而、以 

大指與中指相屈、如環。病至則悪人與火。 

眼中赤痛及瞼目閏動。肩臂不得屈伸而痛。脈弱以滑、是有胃氣。 

 

[3] 順承連詞 

① 道理の先後相承を表す：以、而、則、即 

天有四時五行、以生長収蔵。屈肘而得之。近之則痛劇。 

  ┌並列連詞 
  │ 
  ├順承連詞 
  │ 
  ├進層連詞 
  │ 
  ├選択連詞 
  │ 
連詞┼転折連詞 
  │ 
  ├仮設連詞 
  │ 
  ├因果連詞 
  │ 
  ├目的連詞 
  │ 
  ├譲歩連詞 
  │ 
  └修飾連詞 



 

- 19 - 

禁不可鍼、鍼即發狂。 

② 時間の前後相継を表す：以、而、則、即 

有未至而至、有至而不至。 

 

[4] 進層連詞 

① ある句子の内容を次の句子でいっそう進展させる：况 

此五者各有所傷、况於人乎。 

 

[5] 選択連詞 

① 別の選択肢を提示する：或、將、其 

或手足諸穴、皆縦横寸用之。材力盡耶、將天數然也。 

其信然邪、其夢邪。 

 

[6] 転折連詞 

① 反転（ところが）：而、然 

孔穴者爲鍼刺灸療之場、而形有長短、體有肥痩。 

灸亦得、然不及鍼。 

② 他転（ところで）：若夫 

此天之高、地之廣也、非人力之所能度量而至也。若夫八尺之士、皮肉在此、

外可度量切循而得之、其死可解剖而視之。 

 

[7] 仮設連詞 

① 仮設条件を示す分句の前に置かれる：若、如 

若頻灸、即抜氣、上令人目不明。 

如頭頂穴、若灸多、令人失精神。 

 

[8] 因果連詞 

① 原因・結果関係を表す：故、是以、是故 

月事以時下、故有子。有餘則耳目聡明、身體輕強、老者復壮、壮者益治、是

以聖人爲無爲之事。道者聖人行之（…）是故聖人不治已病。 
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[9] 目的連詞 

① 目的を表す詞組・分句の前に置かれる：以 

咽以嚥物、喉以候氣。被髪緩形、以使志生。 

 

[10] 譲歩連詞 

① 複句の前分句にあって仮定または事実の譲歩を表す：雖 

鳩尾雖是胸腹之穴、灸不過七七壮。 

 

[11] 修飾連詞 

① 状語と中心詞の間にあって修飾関係を表す：而、以 

寒氣入經…故卒然而痛。四支不得稟水穀氣、日以益衰。 

② 前後往来上下東西などの詞とともに時間･方位･範囲などを表す：以、而、已 

下此以往、未之聞也。人年五十已上爲老、二十已上爲壮。 

 

 

12．助詞 

 

 句子の中で補助的な作用を行うので助詞といい、単独で用いら

れることはなく句子成分とされない。他の詞、詞組、あるいは句子

について何らかの結構（語法的連結）関係を表示する結構助詞、

語気を表示する語気助詞、および詞頭・詞尾となる語綴助詞がある。 

 

[1] 結構助詞 

 名詞性詞組やさまざまな分句を組成したり、あるいは句子の詞序（語順）に変化を発

生させる語法的結構関係を表す。之・底・是・所・者等がある。 

① 定語＋之＋中心語 

寸口之脈、芳草之氣、身之肌肉、百病之長（所属関係の名詞性詞組） 

少壮之人、渾渾之脈、方刺之時、調氣之方（修飾関係  〃   ） 

人之耳中鳴者、奇邪之走空竅者（詞序変化：定語後置） 

  ┌結構助詞 
  │ 
助詞┼語気助詞 
  │ 
  └語綴助詞 
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② 主語＋之＋謂語（分句） 

夫氣之在脈也、邪氣在上。願聞邪氣之在經也。何以知懐子之且生也。 

③ 前置賓語＋之／是＋謂語（詞序変化：賓語前置） 

虚實之難辨、惟名利是務 

④ 為＋名詞＋所＋動詞（動詞が被動式であることを表示） 

爲世人所欽重。術怒、攻布、爲布所破。 

※「皆得所願。若所愛在外。天地所以生萬物。」などの所＋動詞／介詞の用例に見る所を名詞性詞

組を発生させる助詞とする説もある。 

 

[2] 語気助詞 

① 句首語気助詞（発語詞ともいい、発語の語気を表す）：夫、蓋 

夫善用鍼者、取疾也、猶抜刺也。 

蓋天下之病、變態雖多、其本則一。 

② 句中語気助詞（句中の語調を調える）：者、之、也、其 

陰陽者、天地之道也。久之、鼻忽有聲。其死也静。脈其四時動奈何。 

③ 句末語気助詞：次の４種に分ける 

a.陳述語気：也、矣、焉、耳 

神氣之所遊行出入也（判断）。九針畢矣（已然）。精神將奪矣（将然）。如此則治

其經焉（指示）。亦唯鍼焉（詠嘆）。無子耳（終了）。 

b.疑問語気：歟、乎、耶、焉、哉 

天之罪歟、人之過乎。時世異耶。（詢問） 

其可妄言哉。孰能窮其道焉。（反詰） 

c.祈使語気：矣、焉、而、也 

子行矣。其勿忽于是焉。（命令） 

已而、已而。（勧誡）無憂也。（勧慰） 

d.感嘆語気：哉、乎、矣、歟 

善哉。神乎。甚矣。 

④ 語気助詞の連用：最後のものに重点が置かれる。 

迎而奪之而已矣。神之妙也哉。 
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[3] 語綴助詞 

① 前綴助詞：有（有夏）、阿（阿母）、老（老李） 

② 後綴助詞：子（君子、女子、瞳子）、然（卒然、渾然） 

※『医古文語法知識』ではこれらを詞類としない。 

 

 

13．嘆詞 

 

 嘆詞は句子から独立して用いられ、他の詞と結構関係を生じることのない特殊な詞

で、悲傷、感慨、驚嘆、歓喜等の感情を表す。感嘆の声を模した象声詞（擬音語）に

類似するが、象声詞は他の詞と連結して句子成分となることに相違が見られる。また嗚

呼と乎、嗟乎と哉など、嘆詞から語気詞への発展・変化がたどられる場合もある。 

 

嗚呼、可哀也已。（悲傷） 

嗟乎、燕雀安知鴻鵠之志。（感慨） 

噫嘻、亦太甚矣先生之言也。（驚嘆） 

※象声詞の例：帝用「吁嗟嗚呼」、失聲。 

關關（鳥の声）、喓喓（虫の声）、蕭蕭（馬の声）、丁丁（伐木の音） 

 

鍵詞⇒連詞、助詞、語綴助詞、嘆詞、象声詞 

演習⇒是、之、然、其、以、者、所、也の用例を詞類別に整理する。 

 （例）所 ①特殊指示代詞：所出 ②結構助詞（被動式）：爲世人所欽重。 

 

 

14．詞組 

 

 1-(2)で合成詞（複数語素の一定の組合せ）を見たが、複数詞の一定の組合せを詞組と

いう。詞組は合成詞と異なり、構成要素はそれぞれ分離可能で、それぞれの意味を失

っていない、独立して運用される詞からなっている。詞組は組み合わせられる詞と詞の

構造形式から、また語法機能からいくつかに分類される。 
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[1] 詞組の構造形式による分類 

詞組はその構造形式から次の７種の基本類型に分けられる。 

① 連合詞組：複数の詞・詞組が並列・平等な関係にある。 

詞と詞  ：昼夜 手足 耳目 脈與肌肉 浮而滑 天 心輪（主目泣出） 

詞組と詞組：（風府主）足不仁、頭痛項急、目眩、鼻不得瑞息 

② 偏正詞組：偏の成分が正の成分を修飾・説明する。 

正が名詞    ：勃海郡鄭人 上古聖人之教 頷下結喉上舌本 目内眥外 

正が動詞・形容詞：不能言 不利 矢禁 喜嘔 數欠 大堅 切痛 

③ 述賓詞組：述語と賓語に分けられる。 

主不知香臭 取天 風池 惡寒 入腹中 嗜食 出鍼 失精 遺尿 

④ 述補詞組：述語と補語に分けられる。 

痛尤甚 痛如刺 發明 幸甚 

⑤ 主謂詞組：主語と謂語に分けられる。 

目眩 泣出 耳鳴 口舌乾 胸満 小便赤黄 飲食不下 女子漏血 

⑥ 複指詞組：複数の詞・詞組が同一物をあらわす。 

侍醫尚藥醫學教諭法印臣多紀元堅 

⑦ 介賓詞組：介詞と賓語からなる。 

於列缺 以補冩 

 以上の７種の類型のほかに者字詞組（病者、来者）、所字詞組（所言、所用）、方位

詞組（東方、前面）、数量詞組（一巻、三寸）などがある。 

 

[2] 詞組の語法壊能による分類 

 詞組はその語法機能から次の３種に分けられる。 

① 名詞性詞組：語法機能が名詞に相当するもの。 

1.連合詞組（名詞＋名詞の場合） ：肺大腸 寸関尺 男女 

2.偏正詞組（定語＋名詞の場合） ：新生児 治妊婦腹痛方 

3.複指詞組     ：玄晏先生皇甫謐 

4.者字詞組     ：病人手足爪甲下肉黒者 

5.所字詞組     ：所衛氣凝不行 
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6.方位詞組     ：西北方 外側 

7.数量詞組     ：五臓六腑 三百六十五絡 

② 動詞性詞組：語法機能が動詞に相当するもの。 

1.連合詞組（動詞＋動詞の場合） ：生死 進退 去来 

2.偏正詞組（状語＋動詞の場合） ：久坐 深刺 乱下 

3.述賓詞組（動詞＋賓語の場合） ：問病 診脈 用鍼 

4.述補詞組（動詞＋補語の場合） ：晒乾 撃破 

5.能顧詞組（能願動詞＋動詞） ：可刺 宜灸 願聞 

③ 形容詞性詞組：語法機能が形容詞に相当するもの。 

1.連合詞組（形容詞＋形容詞の場合）：寒熱 玄黄 大小 肥痩 

2.偏正詞組（状語＋形容詞の場合）：甚熱 微妙 不安 

3.述補詞組（形容詞＋補語の場合）：深篤 熱如火 

 

[3] 複雑詞粗の分析（二分法遂層分析） 

 詞組の構造関係は単純なものだけではなく、「飲食不下」のように飲食という主語の

部分が飲と食からなる連合詞組で、さらに謂語の部分の不下が副詞＋動詞という偏正詞

組となっている、重層構造のものがある。 
 

 

 

 

 

 

15．句子 
 

 

 

15 句子 

 

 詞や詞組を一定の語法規則によって組織した、思想交流・知識伝播などのための基

本的語言単位が句子であり、句子の構成成分すなわち句子成分や句子の種類を扱うの

 飲 食 不 下    治 妊 婦 腹 痛 方    病 人 手 足 爪甲下 肉 黒 者 
│ 主 │ 謂 │１ │    偏    │正│１ │       偏       │正│１ 
├─┬─┼─┬─┤  ├─┬───────┼─┘  ├───┬───────────┼─┘ 
│連│合│偏│正│２ │述│   賓   │  ２ │ 主 │     謂     │  ２ 
└─┴─┴─┴─┘  └─┼───┬───┤    ├─┬─┼─────────┬─┤ 
             │ 主 │ 謂 │  ３ │偏│正│    主    │謂│  ３ 
             ├─┬─┼─┬─┤    └─┴─┼───┬─────┼─┘ 
             │偏│正│主│謂│  ４     │ 偏 │  正  │    ４ 
             └─┴─┴─┴─┘        ├─┬─┼───┬─┤ 
                              │連│合│ 偏 │正│    ５ 
                              └─┴─┴───┴─┘ 
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が句法である。句子成分は次の６種に分けられる。 

①主語、②謂語、③賓語、④定語、⑥状語、⑥補語 

 

 句子の基本成分は主語と謂語であり、主語が前、謂語が後に来る。例えば「頭痛」

では頭が主語、痛が謂語である。謂語動詞の後に伴われる成分を賓語という。例え

ば、「陰陵泉主洞泄」では洞泄（病名）が賓語である。主語または賓語を修飾するもの

が定語であり、主語または賓語の前に置かれる。謂語を修飾する成分で謂語の前に置

かれるものが状語であり、また後に置かれるものが補語である。 

 

 句子はその構造によって①名詞謂語句・動詞謂語句・形容詞謂語句、②単句・複

句、③完全句・簡略句、④無主句・独詞句などに分けられ、また内容によって陳述

句、疑問句、祈使句、感嘆句などに分けられる。 

 

[1] 句子成分の分類 

① 主語 

：句子の中で謂語の主体が誰または何であるかをあらわす。 

1.名詞・名詞性詞組  ：水溝主水腫。今時之人則不然。 

2.代詞、代詞を含む詞組 ：我欲死。 

3.数量詞     ：一日一夜有十二時。 

4.動詞・動詞性詞組  ：生之有度。刺之有理。 

5.形容詞・形容詞性詞組 ：甘緩。 

② 謂語 

：主語がどうする、どうであるまたは何であるかをあらわす。 

1.動詞・動詞性詞組  ：肘撃。臂不擧。 

2.形容詞・形容詞性詞組 ：手清。尺脈細而急。 

3.代詞     ：其故何也。 

4.数量詞     ：経脈十二。長一寸六分。 

5.名詞・名詞性詞組  ：四者時也。骨者、髄之府。 

③ 賓語 

：謂語の及物動詞に伴う誰または何をあらわす。 
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1.名詞・名詞性詞組  ：雖聖智神人、不能活死人存亡國也。 

2.代詞     ：扁鵲獨奇之、常謹遇之。 

3.数量詞     ：先服一升。 

4.動詞・動詞性詞組  ：視死、別生。 

5.形容詞・形容詞性詞組 ：入微、穿細。上高而歌。 

6.介賓詞組    ：拘於鬼神。惡於鍼石。 

④ 定語 

：主語または賓語を修飾する。 

1.形容詞・形容詞性詞組 ：知鍼知藥、固是良醫。 

2.数量詞     ：如三菽之重。 

3.名詞・名詞性詞組  ：藏靈蘭之室。 

4.代詞     ：醫不三世、不服其藥。 

5.動詞・動詞性詞組  ：用鍼之法、以補冩爲先。 

⑤ 状語 

：謂語の前に置かれてどのようにをあらわす。 

1.副詞     ：月餘益劇。盡與扁鵲。 

2.名詞     ：4.-(2)-⑤参照。 

3.動詞・動詞性詞組  ：5.-(2)-③参照。 

4.数詞     ：人一呼、脈再動。 

5.形容詞     ：在心易了、指下難明。 

6.介賓詞組    ：月事以時下。 

⑥ 補語 

：謂語の後に置かれて状況を説明する。 

1.形容詞・形容詞性詞組 ：肺脹滿膨膨。 

2.動詞・動詞性詞組  ：腰痛不可以挽仰。背僂如龜。 

3.数量詞     ：鍼入三分。可灸三壮。 

4.副詞     ：肩上熱甚。 

5.介賓詞組    ：寸口反小於人迎也。 
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鍵詞⇒詞組・連合詞組・偏正詞組・述賓詞組・述補詞組・主謂詞組・複指詞組・介賓詞組・者

字詞組・所字詞組・数量詞組・名詞性詞組・動詞性詞組・形容詞性詞組・二分法遂層分

析・句子成分・主語・謂語・賓語・定語・状語・補語 

演習⇒『素問』宝命全形論の二分法遂層分析と句子成分を謂べる。 

 

 

16．句子の種類 

 

[1] 句子の構造による分類 

① 単句・複句 

  単句とは主語・謂語の関係が一回だけ成立する句子をいい、複句とは複数の主謂

構造がある句子をいう。複句については章を改めて論ずる。 

② 完全句・簡略句 

  完全句とは主要成分である主語・謂語、および必要な他の成分を具備した句子を

いい、簡略句とは一個ないし数個の成分が省略された句子をいう。簡略句について

は章を改めて論ずる。 

③ 無主句・独詞句 

  無主句とは「夏六月、雨」のように謂語だけからなり、主語がない句子をいい、独

詞句とは「然（はい）」、「善（よろしい）」のように単一の詞だけからなる句子で、併せ

て単部句という。 

 

[2] 句子の内容による分類 

① 陳述句 

：内容が状況の説明、または質問の回答である句子。 

五行者、金木水火土也。 ──『素問』蔵気法時論篇 

胃者、平人之常氣也。人无胃氣曰逆。逆者死。 ──『素問』平人気象論篇 

有下部、有中部、有上部。部各有三候。三候者、有天、有地、有人也。 

『素問』三部九候論篇 
② 疑問句 

：疑問の語気を表示する句子。 

1.是非問句：そうかそうでないかの回答を要求する句子。 

事有五過四徳、汝知之乎。（「乎」は疑問語気） ──『素問』疏五過論篇 
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諸家鍼書載「某穴鍼幾分、留幾呼、灸幾壯」、出於經歟否歟。（「歟」、「否」は疑

問語気） ──汪機『鍼灸問對』 

周身經絡及穴兪相去分寸、經穴起止、十二經納支干等條、古有歌訣、亦可讀

否。（「否」は疑問語気） ──汪機『鍼灸問對』 

2.特指問句：「誰、孰、何、安」等の疑問代詞を用いてその代詞の内容の回答を要

求する句子。 

平人何如。（どのようか） ──『素問』平人気象論篇 

經有五風、何謂。（どんな意味か） ──『素問』金匱真言論篇 

毒藥治其内、鍼石治其外、或癒、或不癒、何也。（なぜか、其故何也） 

『素問』移精変気論篇 

經脈十二絡脈十五、何始、何窮也。（どこか、何處）  ──『難経』二十三難 

3.反問句：否定疑問の形式で肯定の意思を表示し、また肯定疑問の形式で否定の意

思を表示する句子。「豈、寧、其」等の反語を表す語気副詞を用いる。 

誇其鍼之神妙、寧不爲識者笑耶。 ──汪機『鍼灸問對』 

病既屬内、非借湯液之蕩滌、豈能濟乎。 ──汪機『鍼灸問對』 

③ 祈使句 

：請求、命令、禁止などの意思を表示する句子。 

得失之意、願聞其事。 ──『素問』蔵気法時論篇 

生而勿殺、予而勿奪、賞而勿罰。 ──『素問』四気調神大論篇 

④ 感嘆句 

：驚嘆、悲喜等の強い感情を表示する句子。 

嗚呼遠哉。 ──『素問』疏五過論篇 

妙乎哉問也。  ──『素問』三部九候論篇 

 

 

[3] 句子中の謂語の性質による分類 

① 動詞謂語句（叙述句） 

：人や事物の動作行為、発展変化を叙述する。 

人一呼、脈再動。（賓語なし） ──『素問』平人気象論篇 

余聞九鍼於夫子。（賓語＋補語） ──『素問』三部九候論篇 
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余聞謬刺、未得其意。（未得＝偏正詞組＋賓語） ──『素問』謬刺論篇 

② 形容詞謂語句（描写句） 

：人や事物の性質状態を描写する。 

髪始白。 ──『素問』上古天真論篇 

耳目聡明。 ──『素問』正気通天論篇 

日月不明。 ──『素問』四気調神大論篇 

③ 名詞謂語句（判断句） 

：時に主語の後に者、謂語の後に也がある。 

風者百病之始也。 ──『素問』骨空論篇 

上部之人、耳前之動脈。 ──『素問』三部九候論篇 

 

[4] 被動句 

 句子の主語が動作行為の主動者でなく、動作行為の支配対象（すなわち受動者）であ

る句子。被動句には次のような表現形式がある。 

① 為＋主動者＋所＋動詞 

妄言作名、爲粗所窮。（窮は窮其詐で見破る） ──『素問』徴四失論篇 

② 為＋主動者＋動詞 

兔不可復得、而身爲宋國笑。 ──『韓非子』 

③ 動詞＋於（于）＋主動者 

人之傷於寒也、則爲病熱。 ──『素問』熱論篇 

④ 見＋動詞＋於（于）＋主動者 

吾長見笑於大方之家。  ──『荘子』秋水 

⑤ 見＋動詞 

逆病人之心而不見用、不若順病人之心而獲利也。  ──張従正『儒問事親』 

 

⑥ 非被動句と形式的差異のないもの（暗被動句） 

雷公請曰「臣授業傳之」。 ──『素問』解精微論篇 

 

[5] 双賓語句 

双賓語句の一般形式 
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          ┌───────┐ ┌───────┐ 
┌──┐ ┌──┐ │直接賓語   │ │間接賓語   │ 
│主語│＋│動詞│＋│       │＋│       │ 
└──┘ └──┘ │近賓語・人賓語│ │遠賓語・物賓語│ 
          └───────┘ └───────┘ 

 

近賓語が疑問代詞（誰）である時の特殊形式 
┌────┐ ┌──┐ ┌────┐ 
│疑問代詞│＋│動詞│＋│間接賓語│ 
└────┘ └──┘ └────┘ 

 

① 給与類 

 「給・與・予・遺・授・賜」等の動詞を用い、「甲（主語）が乙（近賓語）に丙（遠

賓語）を与える」の意味を表示する。 

客從遠方來、遺我雙鯉魚。 ──（古詩） 

② 教示類 

 「教・示・告・訓・言・問」等の動詞を用い、「甲が乙に丙を教示（または発言）

する」の意味を表示する。 

后稷教民稼穡。 ──『孟子』 

③ 作為類 

 「作・為・樹・立」などの動詞を用い、「甲が乙に丙をつくる」の意味を表示する。 

時則有全元起者、始爲之訓解。 ──『素問』新校正序 

④ 奪取類 

 「奪・取・受・得・求・赦」等の動詞を用い、「甲が乙から丙を減じる」の意味を

表示する。 

臣意即避席、再拝受其脈書上下經。  ──『史記』扁鵲倉公列伝 

⑤ 致使類 

 「飲・食・負・生」等の動詞を用い、「甲が乙に丙を～させる」の意味を表示する。 

天食人以五氣。 ──『素問』六節蔵象論篇 

天下負之以不義之名。 ──『史記』黥布列伝 

⑥ 称謂類 

 「称・謂・号」等の動詞を用い、「乙を丙と呼ぶ」を示す。 

伏羲、神農、黄帝之書、謂之三墳。  ──『素問』王冰序 

⑦ 地位賓語をもつ双賓語句 
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寧生而曳尾塗中。  ──『荘子』秋水 

⑧ 数量賓語をもつ双賓語句 

漢軍圍之數重。 ──『史記』項羽本紀 

漢購我頭千金邑萬戸。 ──『史記』項羽本紀 

 

[6] 特殊な動賓句 

① 対動用法 

 自動詞＋動作行為の対象者（受動者ではない）。 

先生能以術仁其民。 ──『與薛寿魚書』 

② 供動用法 

 「～（名詞）を供給する」という動詞＋供給の受動者。 

君子問人之寒則衣之、問人之飢則食之、稱人之美則爵之。 ──『礼記』表記 

③ 属性賓語句 

 「～（名詞）にする」という動詞＋その名詞の所属関係を表す語。 

張易水醫、如濂溪之圖太極、分陰分陽。 ──『諸医論』 

 

 

鍵詞⇒単句・複句・完全句・簡略句・無主句・独詞句・陳述句・疑問句・祈使句・感嘆句・動

詞謂語句（叙述句）・形容詞謂語句（描写句）・名詞謂語句（判断句）・被動句・双賓語句 

演習⇒『素問』宝命全形論の句子の内容による分類、謂語の性質類による分類、被動句、双賓語

句を調べる。 
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 資料について 

 

 平成10年度第１回にあたる４月12日の中級課程には昨年度中級課程から10名、昨

年度初級課程から４名、一昨年度初級課程から１名、合計15名の受講者があり、これ

は昨年度最終講義３月８日の中級課程８名、初級課程４名、２クラス合計12名の

受講者を上回るもので熱気を感じさせた。 

 

 しかし、昨年度から演習に使っている『素問』宝命全形論篇の資料として先月上梓

された『素問攷注』の複写を配布していたところ、さっそく演習への不満が述べられ

た。「中国医学古典と語法学」第６回の演習課題「『素問』宝命全形論篇の二分法遂

層分析」で出てくる詞組分類を受講者自身が行ったものと講師が行ったものが違うのは

どうしてかということらしい。これは演習の場面を思い出してみると思い当たるものがあっ

た。 

 

 右の例（顧本『素問』8-1a9）の第

３レベルで「全形」というところ

に、講師が黒板に「述賓詞組」と

書くと、「なぜ偏正詞組でないの

か」と質問があったのである。 

 

 問題はこれだけではないのであろうが、実はここの「全」字の解釈は日本人学習者

の陥りやすい大きな盲点を示しているのである。その盲点全体について、まず資料４の

『日本語と中国語』を挙げておきたい。この箇所では「同文同軌」の「同」が動詞で

あることを秦始皇帝の故事を踏まえてていねいに説明しているが、この「同」や先ほど

の「全」を形容詞に読みたくなってしまう人にはこの書は必読である。同じ漢字を用い

ていながらその意味が中国と日本でどれほど違っているのか、こんなに面白く学べる書

物はおそらく、他にはないからである。 

 

 

 

┌────────────────────┐ 
│                    │ 
│  君 王 衆 庶、 盡 欲 全 形。 │ 
│                    │ 
│ │   主   ││   謂   │１│ 
│ ├───┬───┤├───┬───┤ │ 
│ │ 連 │ 合 ││ 述 │ 賓 │２│ 
│ ├─┬─┼─┬─┤├─┬─┼─┬─┤ │ 
│ │連│合│連│合││偏│正│述│賓│３│ 
│ └─┴─┴─┴─┘└─┴─┴─┴─┘ │ 
└────────────────────┘ 
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 資料１は『漢語大詞典』から「全」の

字義13項をすべて取った。 

 

①純色玉、②完美、斉全は『説文』にさ

かのぼる。『説文』では見出し字は

「仝」で、「仝、完也。从入、从工。

全、篆書仝。从王。純玉曰“全”」と

する。段注は「按、篆當是籀之誤」と

いい、現字体は籀文の古い書体であ

る。ちなみに「完」を『説文』で見ると

「完、全也」とあり、いわゆる互訓とな

っている。まったくなじみの無い字義だ

が、『新字源』でも「全」を見ると「①

欠けたところのない玉、純玉」とある。 

③満は「呉都賦」の「月虧全」しか用例

がない。 

④保全、これが動詞の字義である。『孫

子』の「全國爲上、破國爲下」の「破

る」と対にした用例に注目。 

⑤⑥省略。 

⑦すべての、これは現代日本語に近い形

容詞の字義。ただ古代には「全燕」、

「全秦」のように国名を修飾するものし

かなく、「全人類」は現代の用例であ

る。 

⑧⑨省略。 

⑩痊に通じて、病気が癒える。 

⑪⑫⑬省略。 

 

資料１：『漢語大詞典』より「全」字義→ 
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 資料２は同じく『漢語大詞典』から「全

身」の詞義であるが、「①生命あるいは名

節を保全する」が古代から中世まで４例を

挙げるのに「②すべての身体」は現代の

１例を挙げるのみである。 

 

資料２：『漢語大詞典』より「全身」字義→ 

 

 資料３は『素問・霊枢総索引』から。 

１「徳全」は完、 

２「却老而全形」は「却ける」と対であるから動

詞。 

３、４は「淳くする」、「積む」と対であるから動

詞。 

５は能願動詞の後なので動詞。 

12～14は「以全」と以がつくので動詞。 

６、７、16、27、28は「萬全」であるが、16に

「萬擧萬全」と「挙げる」の対なので動詞。 

10、11、15、18、19、20、21、22、23、24、

25、26は「癒す」。 

残った４例の中に「すべての」を意味するものはな

く、８も動詞である。 

資料３：『素問・霊枢総索引』より「全」29条→ 

 

 資料５は「中国医学古典と語法学」

第７回で被動句の諸形式を論じた際、

「現代中国語で学んだ“被～”が出て

いない」と質問があったので。この形式

が中世以後のものであることがわかる。 
資料５：『漢語大詞典』より「被」字 

1 
 
2 
3 
4 
5 
 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
 
13 
14 
15 

16 
17 
18 

19 
20 
21 

22 
23 
24 

25 
26 
27 
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資料４：陳舜臣他『日本語と中国語』（徳間文庫より） 
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17．語序変化 

 

句子成分の一般的配列（語序） 
┌──┐    ┌──┐    ┌──┐ 
│定語│    │状語│    │定語│ 
└─┬┘┌──┐└─┬┘┌──┐└─┬┘┌──┐ 
  └─┤主語├──┴─┤謂語├──┴─┤賓語│ 
    └──┘    └─┬┘    └──┘┌──┐ 
              └─────────┤補語│ 
                        └──┘ 

 

 句子成分の位置は中国語では一般的に上の図のように固定的であるが、古漢語にお

いては表現の必要に応じて、または言語習慣によってその一部について次のような変化

が生じることがある。 

 

[1] 主謂倒装 謂語 ＋ 主語 

 主語が謂語の前にあるのが古今を通じて中国語の正常な語序であるが、古漢語では

一定の条件下に謂語が主語の前に置かれることがある。主語が前、謂語が後にある正

常な語序と区別するためにこうした現象を主謂倒装という。翻訳に際しては主語と謂語の

正確な識別が必要である。 

① 感嘆句 

：謂語が形容詞または程度副詞で、語気を強調する場合。 

妙乎哉、論也。 ──『素問』八正神明論篇 

嗚呼遠哉、天之道哉。 ──『素問』六微旨大論篇 

博哉、聖帝之諭。  ──『霊枢』衛気 

② 疑問句 

：謂語が疑問代詞または人称代詞で、語気を強調する場合。 

誰歟、哭者。  ──『礼記』檀弓 

子邪、言伐莒者。  ──『呂氏春秋』重言 

③ 陳述句 

：まれに、謂語を特に強調する場合。 

或言久疾之不可取者、非其説也。 ──『霊枢』九針十二原 
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[2] 賓語前置 賓語 ＋ 動詞／介詞 

 賓語は謂語動詞や介詞の後におかれる句子成分である。しかしある種の言語環境に

おいて、またはある種の語法手段を通じて古漢語では賓語が謂語動詞や介詞の前に置

かれ、こうした現象を賓語前置という。 

① 賓語が否定句中の代詞である場合。 

不患人之不己知、患不知人也。 ──『論語』学而 

雖大風苛毒、弗之能害。 ──『素問』生気通天論篇 

神有餘、則冩其小絡之血、出血、勿之深斥。 ──『素問』調経論篇 

中世有長桑扁鵲、漢有公乘陽慶及倉公、下此以往、未之聞也。 『傷寒論』原序 

② 賓語が疑問句中の疑問代詞である場合。 

吾誰欺。欺天乎。 ──『論語』子罕 

精神内守、病安從來。  ──『素問』上古天真論篇 

何以知懷子之且生也。  ──『素問』腹中論篇 

何謂五有餘二不足。 ──『素問』奇病論篇 

③ 賓語が近指代詞「是」、反身代詞「自」である場合。 

君子是則是傚。 ──『詩経』鹿鳴 

是以因天時而調血氣也。 ──『素問』八正神明論篇 

是謂因形而生病。 ──『霊枢』五変 

故聖人自治而未見有形也。 ──『霊枢』玉版 

④ 賓語 ＋之／是＋ 動詞 

其罪之恐。 ──『春秋左氏伝』昭公三十一年 

此之謂也。 ──『素問』四気調神大論篇 

四方是維。 ──『詩経』節南山 

⑤ 唯（惟、維）＋ 賓語 ＋ 是 ＋ 動詞 

惟名利是務。 ──『傷寒論』序 

惟五穀是見。 ──『養生論』 

⑥ 特に賓語を強調する場合 

臣死且不避、卮酒安足辭。 ──『史記』高祖本紀 

色以應日、脈以應月。 ──『素問』移精変気論篇 
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[3] 定語後置 中心詞 ＋ 定語 

 定語は中心詞となる主語や賓語の前に置かれ、それらを修飾する句子成分である。

しかし定語を強調するための一定の条件下では中心詞の後に置かれることがある。 

① 中心詞 ＋ 定語 ＋ 者 

病口甘者 ──『素問』奇病論篇 

婦人少腹腫者 ──『素問』脈解篇 

② 中心詞 ＋ 之 ＋ 定語 

帶長鋏之陸離、冠切雲之崔嵬。 ──『楚辞』渉江 

 

 

18．簡略句 

 

[1] 句子成分の省略 

 ある句子の句子成分のどれかが省略されても、その句子の意味伝達に影響がないと

き、その句子成分が省略されることがある。省略の方式には次のようなものがあり、句子

成分が省略された句子を簡略句という。 

① 対話省：対話において反復される句子成分の省略 

② 承前省：前文に出現した句子成分の省略 

③ 後蒙省：後文に出現する句子成分の省略 

④ 汎指省：普遍的で具体性がない句子成分の省略 

⑤ 自述省：自己の事情を語る句子における主語の省略 

 

[2] 主語の省略 

① 対話省 

雷公請問「……」。黄帝答曰「……」。□問曰「……」。──『素問』方盛衰論篇 

② 承前省 

余嘗上清冷之臺、中階而□顧。□匍匐而□前、則□惑。 ──『霊枢』大惑論 

③ 後蒙省 

七月□在野、八月□在宇、九月□在戸、十月蟋蟀在我床下。──『詩経』七月 
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④ 汎指省 

□從陰陽則生、□逆之則死。 ──『素問』四気調神大論篇 

⑤ 自述省 

黄帝問曰「□願聞十二蔵之相使、貴賤何如」。 

岐伯對曰「悉乎哉、問也。□請遂言之」。 ──『素問』霊蘭秘典論篇 

 

[3] 謂語の省略 

① 対話省 

扁鵲曰「其死何如時」。曰「 鳴至今」。曰「收乎」。曰「未□也」。 
『史記』扁鵲倉公列伝 

② 承前省 

夫病傳者、心病先心痛…三日胸支痛…三日不已死、冬夜半□、夏日中□。 
『素問』標本病伝論篇 

③ 後蒙省 

在足少陽之本末□□、亦視脈之陷下者灸之。 ──『霊枢』邪気臓腑病形 

④ 語義自明のもの 

其寒也、不從外□、皆自内□也。 ──『素問』瘧論篇 

 

[4] 賓語の省略 

① 対話省 

謂曰「服湯、否」。曰「已服□」。 ──『甲乙経』序 

② 承前省 

若不精通於醫道、雖有忠孝之心、仁慈之性、君父危困、赤子塗地、無以済

之。此固聖賢所以精思極論盡其理也。由此言之、焉可忽□乎。─『甲乙経』序 

③ 介詞賓語「之」の省略 

他山之石、可以□攻玉。 ──（『詩経』鶴鳴） 

始可與□言詩已矣。（『論語』学而では子貢、八侑では子夏についての孔子の言葉にある） 

 

[5] 定語の省略 

人称代詞（だれそれの） 

□宅邊有五柳樹。因以爲□號。 ──『五柳先生伝』 
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[6] 介賓詞組の介詞の省略 

人以天地之氣生、□四時之法成。 ──『素問』宝命全形論篇 

余欲□鍼除其疾病。 ──『素問』宝命全形論篇 

 

[7] 仮設条件を表す偏句などの省略 

方其盛時、［若刺之］必毀。因其衰也、［若刺之」事必大昌。 『素問』瘧論篇 

 

鍵詞⇒語序変化、主謂倒装、賓語前置、定語後置、簡略句、句子成分の省略、対話省、承前

省、後蒙省、汎指省、自述省、介詞の省略、仮設条件を表す偏句の省略 

演習⇒(1)１６章の例文の語序変化を正常な語序に改める。(2)17章の例文の□に適当な詞をあては

める。 

 

 

19．複句 

 

 15章「句子の種類」(1)節「句子の構造による分類」で述べたように、複数の単句

を構成要素とする句子を複句という。複句を構成する単句を分句といい、複句は分句間

の関係構造によって次のように分類される。 

 

[1] 連合複句──分句間の関係がほぼ対等であるもの 

① 並列複句 

 分句が関連した内容、あるいは連続して発生した事柄を述べるもので、一般に分句

の間に関連詞を用いない。 

木得金而伐、火得水而滅、土得木而達、金得火而缺、水得土而絶。（分句が関連

内容を述べる場合） ──『素問』宝命全形論篇 

人以天地之氣生、（人以）四時之法成。（連続して発生した事柄を述べる場合） 

 『素問』宝命全形論篇 

② 対比複句 

 相対・相反的な二つの分句だけかならなるもの。 

天有寒暑、人有虚實。（相対的 ──『素問』宝命全形論篇 
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上古之人、春秋皆度百歳、而動作不衰；今時之人、年半百而動作皆衰者、時

世異耶、人將失之耶。 （相反的） ──『素問』上古天真論篇 

③ 選択複句 

 複数の分句の表示内容から一件を選択させるもの、選択を示す関連詞を用いる。 

人年老無子者、材力盡邪、將天數然邪。 ──『素問』上古天真論篇 

寧爲鷄口、無爲牛後。 ──『史記』蘇秦伝 

且予與其死於臣之手、無寧死於二三子之手乎。 ──『論語』子罕 

④ 補充複句 

 前の分句が表示した内容を後の分句が補充説明する。 

如臨深淵、手如握虎、神無營於衆物。 ──『素問』宝命全形論篇 

太陽病不解、熱結膀胱、其人如狂、血自下、下者自愈。 『傷寒論』弁太陽病脈并治 

⑤ 記述複句 

 前の分句が表示した内容を後の分句が詳述説明する。 

故鍼有懸布天下者五（…中略…）：一曰治神、二曰養身、三曰知毒藥爲眞、四

曰制 石小大、五曰知府藏血氣之診。 ──『素問』宝命全形論篇 

 後分句に「乃、然後、遂」等の連詞を用いてその内容が前分句に関連して発生し

たことを記述する。 

五蔵已定、九候已備、後乃存鍼。 ──『素問』宝命全形論篇 

必先知經脈、然後知病脈。 ──『素問』三部九候論篇 

皆由未嘗親見、逐不避汚穢。 ──『医林改錯』 

⑥ 按断複句 

 論述の根拠を勘案する「按」の分句とその結果を判断する「断」の分句とからな

る。「断」分句は「是……也」、「爲……也」、「此……也」等の判断句となる。 

今末世之刺也、虚者實之、滿者虚之、此皆衆工所共知也。 『素問』宝命全形論篇 

脈至如散葉、是肝氣予虚也。 ──『素問』大奇論篇 

經絡受邪入藏府、爲内所因也。  ──『金匱要略』臓腑経絡先後病脈証 

 

[2] 偏正複句──主たる正句と従たる偏句からなる 

① 因果複句 

 偏句が原因を正句が結果を表す。 
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正句に「故、是故、是以」等の因果連詞を用いるもの。 

木得金而伐、（…中略…）故鍼有懸布天下者五。 『金匱要略』臓腑経絡先後病脈証 

五藏之道、皆出於經隧、以行血氣、血氣不和、百病乃變化而生、是故守經隧。 

『素問』調経論篇 

因於露風、乃生寒熱、是以春傷於風邪、氣留連乃爲洞泄。 『素問』生気通天論篇 

正句に「……者」、偏句に「……也」が用いられるもの。 

虚實之要、九鍼最妙者、爲其各有所宜也。 ──『素問』鍼解篇 

② 転折複句 

 偏句の後にそれと相承的でない正句が続く。 

正句の前に「而、然、反」などの転折連詞が用いられるもの。 

今良工皆得其法、守其數、親戚兄弟遠近音聲日聞於耳、五色日見於目、而病

不愈者、亦何暇不早乎。 ──『素問』湯液醪醴論篇 

風者百病之長也、至其變化、乃爲他病也、無常方、然致有風氣也。 

『素問』風論篇 

余念其痛、心爲之亂惑、反甚其病、不可更代。 ──『素問』宝命全形論篇 

③ 譲歩複句 

 偏句に譲歩連詞「雖、雖然、縱」等を用いて譲歩・仮定を表し、正句に時に転折

連詞を用いる。 

風氣雖能生萬物、亦能害萬物。 ──『金匱要略』臓腑経絡先後病脈証 

此飲食不節、故時有病也。雖然其病且已、時故當病、氣聚於腹也。 
『素問』腹中論篇 

故貴脱勢、雖不中邪、精神内傷、身必敗亡。  ──『素問』疏五過論篇 

④ 進層複句 

 偏句に譲歩を示す語気副詞「尚、且」等を用いて「……でさえも」を示し、正句に

進層連詞「况、而况、何况、矧」等また句末に語気助詞を用いて「まして……は

なおさらではないか」を示す。 

木之陰陽、尚有堅脆、堅者不入、脆者皮馳。至其交節、而缺斤斧焉。夫一木

之中、堅脆不同、堅者則剛、脆者易傷、况其材木之不同、皮之厚薄、汁之多

少、而各異耶。 ──『霊枢』五変 

一劑之謬、尚不能堪、而况其甚乎。 ──『小児則総論』 

是醫之於醫、尚不能知、而矧夫非醫者。  ──『病家両要説』 
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⑤ 仮設複句 

 偏句に仮設連詞「若、如、当、誠」否定副詞「自非、微、不」等を用いて「もしも

……なら」を示し、正句に順承連詞「則、即」を用いてその条件下の結果を示す。 

若有乾耳丁聹、則耳無聞也。 ──『霊枢』厥病 

若五藏元眞通暢、人即安和。 ──『金匱要略』臓腑経絡先後病脈証 

如有用我者、吾其爲東周乎。 ──『論語』陽貨 

先祖當賢、後子孫必顯。 ──『旬子』君子 

誠能留心研窮、究其微臣責、則可以比蹤古賢、代無夭横矣。 ──『脈経』序 

自非才高識妙、豈能探其理致哉。 ──『傷寒論』序 

微管仲、吾其被髪左衽矣。  ──『論語』憲問 

不入虎穴、不得虎子。  ──『後漢書』班超伝 

仮設の関連詞を用いないもの： 

寸口脈浮而緊、緊則爲寒、浮則爲虚、寒虚相薄、邪在皮膚。 
『金匱要略』中風歴節病脈証并治 

 

[3] 多重複句──分句間の関係構造は13章「詞組」[3]節「複雑詞組の分析」

でみたように重層構造を呈することがある。 
┏━━━━━┯━━━━━┳━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓ 
┃  ┌─┐│ ┌─┐ ┃              ┌─┐ ┃ 
┃  │補││ │充│ ┃故鍼有懸布天下者五     │補│ ┃ 
┃┌─┼─┘│ └─┘ ┃         ┌─┐  └─┘ ┃ 
┃│並│  │     ┠─────────┤記├──────┨ 
┃└─┘  │     ┃         └─┘  ┌─┐ ┃ 
┃木得金而伐│     ┃黔首共餘（飽）食 莫知之也 │充│ ┃ 
┃     │ ┌─┐ ┃              └─┘ ┃ 
┠─────┤ │補│ ┠──────────┬───────┨ 
┃     │ └─┘ ┃      ┌─┐ │       ┃ 
┃火得水而滅│     ┃一曰治神  │並│ │       ┃ 
┃     │     ┃      └─┘┌┴┐ ┌─┐  ┃ 
┠─────┤萬物盡然 ┠─────────┤述│ │補│  ┃ 
┃     │     ┃         └┬┘ └─┘  ┃ 
┃土得木而達├─────┨二曰養身      │       ┃ 
┃     │     ┃       ┌─┐│┌─┐    ┃ 
┠─────┤不可勝竭 ┠───────┤補├┤│充│五法倶立┃ 
┃     │     ┃       └─┘│└─┘    ┃ 
┃金得火而缺│     ┃三曰知毒藥爲眞   ├───────┨ 
┃     │ ┌─┐ ┃          │       ┃ 
┠─────┤ │充│ ┠──────────┤ 各有所先  ┃ 
┃     │ └─┘ ┃       ┌─┐│       ┃ 
┃水得土而絶│     ┃四曰制 石小大│列││       ┃ 
┃┌─┐  │     ┃       └─┘│  ┌─┐  ┃ 
┃│列│  │     ┠──────────┤  │充│  ┃ 
┃└─┘  │     ┃          │  └─┘  ┃ 
┃     │     ┃五曰治府藏血氣之診 │       ┃ 
┃     │┌───┐┃          │ ┌───┐ ┃ 
┗━━━━━┷┥ 因 ┝┻━━━━━━━━━━┷━┥ 果 ┝━┛ 
       └───┘             └───┘  
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[4] 緊縮複句──仮設複句の主語や仮設連詞が省略されて見かけ上単句のよう

になることがある。 

夫脈者血之府也、長則氣治、短則氣病、數則煩心、大則病進。 

（『素問』脈要精微論篇） 

 

鍵詞⇒複句、連合複句、並列複句、対比複句、選択複句、補充複句、連合複句、並列複句、対

比複句、選択複句、補充複句、記述複句、按断複句、偏正複句、因果複句、転折複句、

譲歩複句、進層複句、仮設複句、多重複句、緊縮複句 

演習⇒『素問』宝命全形論篇の複句分類を調べる。 

 

 

 

 

常用固定格式集 

 

 古漢語中で常に連用され、もしくは相互に配合される詞と詞の組合せを「固定格

式」という。固定格式に用いられる詞には配合される詞によって意味が異なったり、また

同じ固定格式が用例によって複数の意味を持つことがあるので、ここではそうした多義性

に注意しながら、検索の便を考慮して常用される固定格式を使用頻度の多い詞を手が

かりに分類した。 

 

[1] 所＋α 式 

 

所以 特指代「所」＋介詞「以」（名詞性詞組） 

① ～する方法、道具 

精明者、所以視萬物、別白黒、審短長。 ──『素問』脈要精微論篇 

万物を見る道具 

② ～する原因、理由 

人所以汗出者、皆生於穀。  ──『素問』評熱病論篇 

人の汗が出る原因は… 
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③ 因果連詞（だから）として用いられる 

四時陰陽者、萬物之根本也。所以聖人春夏養陽、秋冬養陰、以從其根。 
『素問』四気調神大論篇 

…根本である。だから聖人は… 

 

所由… 所従… 「所」＋介詞「由」または「従」（名詞性詞組） 

① ～する場所 

凡三百六十五穴、鍼之所由行也。 ──『素問』気穴論篇 

鍼を行う処 

② ～する原因、理由 

余知其然也。不知其所由生。 ──『霊枢』五癃津液別 

生じる原因 

或從内、或從外、所從不同、故病名異也。 ──『素問』太陽陽明論篇 

病の原因 

 

有所… 無所… 動詞「有」または「無」＋「所」（動賓詞組） 

① ～するものが有る（無い） 

博學、無所弗讀。 ──『李時珍伝』 

読まないものはない 

② ～することが有る（無い） 

既醉、無所覺。 ──『後漢書』華佗伝 

麻酔のため覚えることがない 

③ ～する部分が有る（無い） 

黄帝内經十八卷、…亦有所亡失。 ──『甲乙経』序 

亡失した部分 

 

何所… 疑代「何」＋「所」 

① ～するところ（の者）は何か（主謂倒装式） 

五藏六府、皆有井滎兪經合。皆何所主。  ──『難経』六十八難 

それぞれ治めるところは何か 
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[2] 以＋α 式 

 

有以… 無以… 動詞「有」または「無」＋介詞「以」（動詞性詞組） 

① ～することが有る（無い） 

翼有以發隠就明。  ──『類経』序 

新たな発明があることを望む。 

雖扁鵲・倉公、無以加也。 ──『甲乙経』序 

加えることがない 

② ～する方法がある（無い） 

非有以治其外、疾未易爲也。 ──方孝孺 

外治の方法がなければ 

余聞壽夭、無以度之。  ──『霊枢』寿夭剛柔 

知る方法がない 

 

以爲… 以謂… 

① 動詞「以」（思う）＋判断詞「爲」または「謂」（である） 

其茫若望洋、淡如嚼蝋、直以爲古書不宜於今。 ──『格知余論』 

古書は現在に合わぬと 

② 介詞「以」（賓語省略）＋「爲」（思う） 

見寝石以爲伏虎。 ──『解蔽』 

横たわった岩を見て寝た虎と思う。 

 

以…爲… 

① 介詞「以」＋賓語＋動詞「爲」＋賓語（名詞）：～を～とする 

灸寒熱之法、先灸項大椎、以年爲壯數。  ──『素問』骨空論篇 

年齢を壮数とする。～を～と思う 

拙者失理、以癒爲劇、以生爲死。 ──『漢書』芸文志 

癒を劇と思う 

② 動詞「以」（思う）＋賓語＋「爲」（である）＋動詞 

天下盡以扁鵲爲能生死人。 ──『史記』扁倉列伝 

天下はことごとく扁鵲は死人を生かせると思う。 
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何以…爲 

① 疑代「何（奚）」（なぜ）＋動詞「以」（用）＋疑語助「爲」：なぜ～を用いてしまうのか 

或曰「善師者不陳、得魚者忙筌、運用之妙在於一心、何以方爲。」 

汪訒庵『医方集解』自序 
なぜ（いまさら）古方を用いるのか 

聖賢一言、終身行之弗盡。奚以多爲。 ──『丹渓翁伝』 

なぜ多言するのか。 

 

可以… 

① 能願動詞「可」（できる）＋介「以」＋賓＋動：～によって～することができる 

夫脈之小大・滑濇・浮沈、可以指別。 ──『素問』五藏生成論篇 

指で別ける 

夫至物微妙、可以理知、難以目識。  ──『養生論』 

理によって知る 

②「可」＋語助「以」＋動 

藥有可以久煮、有不可以久煮。  ──『蘇沈良方』 

久しく煮るべき… 

 

是以… 

① 指代「是」＋連「以」：因果連詞（だから） 

五味入口、藏於胃、以養五藏氣、氣口亦太陰也。是以五藏六府之氣味皆出於

胃、變見於氣口。 ──『素問』五藏別論篇 

気口は太陰だ…だから…変は気口に見れる。 

 

以故… 

① 連「以」＋連「故」：因果連詞（だから） 

觀所失所得者、合脈法、以故至今知之。  ──『史記』扁倉列伝 

得失を観る者は『脈法』と照合するから現在でもそれを知る。 
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[3] 何＋α 式 

 

奈何 如何 若何 動「奈」「如」「若」＋疑代「何」（動賓結構） 

① 句末の謂語：どのようか、どうしようか 

余欲鍼除其病、爲之奈何。 ──『素問』宝命全形論篇 

そのためどうしよう。 

若至五藏遍傳、雖廬扁亦莫可如何矣。 ──『十薬神書』跋 

どうすることもできない。 

② 句頭の状語：どうして～か（反問） 

奈何以至精至微之道、傳之以至下至賤之人。 ──『素問』新校正序 

 

奈…何 如…何 若…何 動「奈」「如」「若」＋賓＋疑代「何」 

① ～をどうしようか 

此難成易闕之陽氣、若之何而可以供給也。 ──『格知余論』 

陽気をどうすれば供給できようか。 

奈爲醫者戒余勿食何。  ──『医話三則』 

医たる者が余に食うなと戒るのを… 

② 否定副詞＋奈…何 etc.：～をどうすることもできない 

其在骨髄、雖司命無奈之何。 ──『史記』扁倉列伝 

司命でさえ之をどうすることもできない。 

 

何如… （何若、奚如、奚若、胡如、曷若） 

① 疑代「何」＋動「如」：～はどうするか、どのようか（謂語） 

奇經之爲病、何如。 ──『難経』二十九難 

奇経の病たるやいかん。 

② 定語、状語、賓語 

扁鵲曰「其死何如時」。 ──『史記』扁倉列伝 

定語 いかなる時 

敢問何如取之耶。  ──『荀子』哀公問 

状語 いかにして 
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汝以爲何若。 ──『戦国策』斉策 

賓語 いかならんと 

③ 比較選択の表示：～と比べてどうか 

若之力、奚若我哉。 ──『列子』力命 

なんじの力は我といかん。 

 

何有於… 

① 介「於」＋動賓「有何」の倒置：～について何であろう 

臣意且猶不盡、何有於病哉。 ──『漢書』郭玉伝 

病に於て何有らん。 

 

何…之（有） 

①「何」＋名詞＋結構助詞「之」（賓語前置の表示）＋動詞 

何道之問。 ──『素問』挙痛論篇 

どんなことを問うのか。 

何虚實之難辨哉。 ──『小児則総論』 

どんな虚實を弁じ難いか。 

②「何」＋名詞＋「之」＋有どんな～があるのか。 

何目痛鼻乾之有。  ──『医学心悟』 

どんな目痛鼻乾が有るか。 

③ なぜ～であるのか。（之は前置を表示せず強調） 

何得車之多也。 ──『荘子』列御寇 

どうして多くの車を得たのか。 

 

何則 

①「何」（理由）＋語助「則」：なぜならば 

良醫之道、必先診脈處方、次即鍼灸。内外相扶、病必當愈、何則湯藥攻其

内、鍼灸攻其外。  ──『千金翼方』 

内外相たすけて病必ず癒るのはなぜならば… 
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[4] 如＋α 式 

 

如或… （苟或…、設或…、設使…、向使…、必若…） 

① もし～ならば 

如或失調、使陽氣失常。 ──『医門棒喝』 

もし失調ならば… 

苟或血病冩氣、氣病冩血、是謂誅伐無過。 ──『針灸問答』 

もし血病に気を瀉せば 

設或辨不眞、則誠然難矣。  ──『小児則総論』 

もし真を弁じなければ 

向使不有公在、必爲童便・犀角・黄連・知母之所斃。 ──『景岳全書』 

必若有所損、不在此限。 ──『千金要方』 

もし損なうことがあれば… 

 

如…然（若…然） 動「如（若）」＋語助「然」 

① ～のようである 

善養生者若牧羊然、視其後者而鞭之。 ──『荘子』 

牧羊のようだ 

 

如…者（若…者） 動「如（若）」＋語助「者」 

① ～のようである 

婦痛急、如欲生者。 ──『三国志』華佗伝 

生まれそうなようだ 

 

[5] 然＋α 式 

 

然則 指代「然」＋順連「則」 

① そこで、それならば 

外者爲陽、内者爲陰、然則中爲陰。 ──『素問』陰陽離合論篇 

外は陽に属し内は陰に属す、そこで中を（三）陰とする 
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岐伯曰、脾脈土也。…帝曰、然則脾善惡可得見之乎。──『素問』玉機真蔵論篇 

脾脈は土です…それならば脾（脈）の善悪は見ることができるか 

 

然而 「然」＋転連「而」 

① それなのに 

工常先見之、然而不形於外、故曰觀於冥冥焉。 ──『素問』八正神明論篇 

名医は常に先に見ているが（病は）外に現れていないので 

其卒寒、或手足懈惰、然而其面不衣何也。 ──『霊枢』邪気蔵府病形 

急に寒くなり、例えば手足は痺れてしまうのに顔面を露出していられるのはなぜか 

 

雖然 譲連「雖」＋「然」 

① とはいうものの 

王之疾必可已也。雖然、王之疾已、則必殺我也。 ──『呂氏春秋』 

王の病は必ず治るだろう。しかし王の病が治ったら必ず私を殺すだろう。 

 

然後 「然」＋名「後」 

① それから、こうして 

必先知經脈、然後知病脈。  ──『素問』三部九候論篇 

必ず先ず四時の脈を知って、それから病脈を知ることができる 

凡治病必先去其血…然後冩有餘、補不足。 ──『素問』血気形志篇 

治病には必ず先ずその（苦痛を和らげるため）血をとり、それから補冩を行う 

四時有序、五穀乃化、然後厥氣在下。 ──『霊枢』脹論 

四時には秩序があり五穀はこれによって生じ、こうして人体の正常な気は下へ送られる 

 

使然 動「使」＋「然」 

① そうさせる 

内舍五藏六府、何氣使然。  ──『素問』痺論篇 

痺が蔵府に宿るのはどんな気を感受することによってそうなるのか 

夫百病者多以旦慧、晝安、夕加甚、何也。…四時之氣使然。 

『霊枢』順気一日分為四時 
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すべての病気は朝は軽く、昼はまあまあで日が暮れると重くなるのはなぜか。…一

日の中の四時の気がそうさせるのだ 

 

不然 否副「不」＋「然」 

① そうではない 

此恬憺之世、邪不能深入也。…當今之世不然。 ──『素問』移精変気論篇 

今の時世はそうではない 

 

[6] 若＋α 式 

 

若夫 転連「若」＋語助「夫」 

① 一方～にいたっては（かの～のごときは） 

於此有人、四支解墮、喘咳血泄。而愚診之、以爲傷肺。…若夫以爲傷肺者、

由（猶）失以狂也。 ──『素問』示從容論 

ある人が四肢に力無く、喘咳し血便しました。小生（雷公）は診察して傷肺と思い

ました。…お前が傷肺と思ったのは過ちではずれている 

② ～といえば（もしそれ）：発語の辞 

若夫八尺之士、皮肉在此、外可度量、切循而得之、其死、可解剖而視之。 
『霊枢』経水 

身長八尺位の人であれば、体は眼前にあり、外からでも計測し、ふれることも出

来、死ねば解剖して視ることもできる 

 

若是（此） 動「若」＋代「是（此）」 

① このような（である） 

五音不彰、五色不明、五藏波蕩。若是則内外相襲、若鼓之應桴、響之應聲。 

『霊枢』外揣 

聴覚・視覚に異常があり、五蔵に病変がある。このような時は内外あい通じて、鼓

がばちに応え、反響が声に応えるようだ 

冩其有餘、補其不足、陰陽平復、用針若此。  ──『霊枢』刺節真邪 

その余り有るを写し、その不足を補い、陰陽を平復する、用針はこのようである 
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若…若… 選連「若」＋動の連用 

① あるいは～し、あるいは～する 

中士聞道、若存若亡。  ──『老子』41章 

中士が道を聞くとあるいは覚え、あるいは忘れる 
（高亨『老子正詁』亡読爲忘、二字古通用。） 

「察後與先、若亡若存」者、言氣之虚實、補瀉之先後也。 ──『霊枢』小針解 

「後と先、亡いか存るかを察し」とは気の虚実補瀉の先後をいう 

言「實與虚、若有若無」者、言實者有氣、虚者無氣也。 ──『霊枢』小針解 

正邪之中人也微、先見於色、不知於其身、若在若無、若亡若存、有形無形、

莫知其情。 ──『霊枢』官能 

正邪が人に中るときは微かで、先ず色に現れるが自覚はなく、在るのか無いのか、

亡いのか存るのか、形が有るのか無いのかその状況を知ることがない 

 

乃若 転連「乃」＋「若」 

① ～にいたっては 

乃若張仲景、王叔和、啓玄子、皆醫之宗也。  ──『医史』 

乃若世傳辛熱金石毒藥、治諸吐瀉下痢、或有愈者、以其喜開鬱結故也。 
『素問玄機原病式』 

世に伝わる辛熱金石など性味の強烈な薬物は各種の嘔吐下痢症状の治療に用い

られ、時に効果があるのは、それらがよく鬱結を散開するからである 

 

若為 疑代「若」＋語助「為」 

① どのように、どのような 

食糧乏盡若爲活。救我來。救我來。 ──『楽府』隔谷歌 

食糧がなくなればどうして生きよう。たすけてくれ（来は祈使語気） 

 

莫若 否副「莫」＋動「若」 

① ～におよぶものはない 

衣莫若新、人莫若故。  ──『晏子春秋』 

衣類は新調に、人は旧知にまさるものはない 
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[7] 不（非、無）＋α 式 

 

自非… 仮連「自」＋否副「非」 

① もし～でなければ 

自非才高識妙、豈能探其理致哉。 ──『傷寒論』序 

もし才高識妙でなければ 

自非盡君子随時反中之妙、寧無愧於醫哉。 ──『局方発揮』 

もし君子の随時反中の妙を尽くすのでなければ医家として恥ずかしくはないか 

 

不亦…乎 否副「不」＋語気副「亦」…疑助「乎」 

① なんと～ではないか（反問句） 

不亦離道遠乎。 ──『霊枢』玉版 

道を離れて遠いのではないか 

上古有大椿者、以八千歳爲春…衆人匹之、不亦悲乎。 ──『荘子』 

上古の大椿は八千年を春とした…衆人を比べればなんと悲しいではないか 

 

得無…乎 動「得」＋否副「無」…「乎」 

① ～ではあるまいか（反問句） 

先生得無誕之乎。 ──『史記』扁鵲列伝 

私を揄っているのではないか 

 

無乃…乎 「無」＋語気副「乃」…「乎」 

① 恐らく～のではないか 

無乃天下笑乎。 ──『呂氏春秋』 

恐らく天下が笑うのではないか 

 

不啻（翅）… 「不」＋範副「啻」 

① ただ～だけではなく 

其心好之、不啻如自其口出。 ──『尚書』 

口で言うだけではない 
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② ～の比ではない 

陰陽於人、不翅於父母。 ──『荘子』 

陰陽の人に対する（力）は父母の（命の）比ではない 

③ ～ことにほかならない 

下之正是救陰、攻之不啻補之矣。 ──『血証論』 

 攻法を用いて治療することは補陰にほかならない 

 

[8] 方＋α 式 

 

方今 語副「方」＋名「今」 

① ただいま 

方今醫學失傳久矣。 ──呉尚先『理淪駢文』 

現在（清朝末）外治医学（薬貼、水療、蝋療など）は失伝してすでに久しい 

 

方将（且） 現在の時副「方」＋未来の時副「将（且）」 

① 現在（偏義） 

方將食而有憂色。 ──『淮南子』 

いま食べようとして憂色がある 

我適有幽憂之病、方且治之、未暇治天下也。 ──『荘子』 

私には幽憂の病があり、今はこれを治めるので天下を治める暇はない 

 

[9] その他 

因於 場所・原因の介「因」＋対象の介「於」 

① ～のために 

因於露風乃生寒熱。 ──『素問』生気通天論篇 

露風のために寒熱を生じる 

② ～を通って 

四支皆稟氣於胃、而不得至經、必因於脾、乃得稟也。──『素問』太陰陽明論篇 

全身の気は始め胃でうけるがそれは経脈に至らず、必ず脾を通って全身にいたる 
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猶且 頻副「猶」＋「且」（同義連用） 

① あいかわらず 

至於耄老、猶且居不求適。 ──『鼻対』 

年老いてもあいかわらず住居に快適を求めない 

② ～でさえも、やはり 

管仲猶且不可召。 ──『孟子』 

管仲でさえ召されなかった 

 

且…且… 並連「且」の連用 

① ～であり～である、～しながら～している 

病在諸陽脈、諸分且寒且熱、名曰狂。 ──『素問』長刺節論篇 

病が諸陽脈にあり、各部にも寒があり熱がある、これは狂である 

員利針者…且員且鋭、中身微大、以取暴氣。 ──『霊枢』九針十二原 

円利鍼は一方が円、他方が鋭であり、中身は微大、暴気を取るのに用いる 

 

比比 

① 頻副「比」の畳用：しばしば 

如此之候、年少壮盛之者比比、又非獨於老人也。 ──張志聡『中風論』 

中風は年少壮盛の世代にもしばしばあり、決して老人だけではない 

② 範副「比」の畳用：どこでも 

疫癘終身不染者、比比皆是。 ──万密斎『医述』 

一生疫病に感染しない者はどこにでもいる 

 

云云 虚代「云」の畳用 

① しかじか 

即爲診脈、謂之曰「脈病云云」。 ──『金史』張元素伝 

すぐに脈を診て「脈状病証はしかじかである」といった 
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「然後、厥氣在下」について 

 

 常用固定格式集(5) 然＋α 式 然後 の例文

に、『霊枢』脹論第三十五「四時有序、五穀乃化、

然後厥氣在下」(1)とあるのを出したら、受講者から

「厥氣」は医学用語ではないかと質問があった。 

 こちらは厥を指示代詞「その」と読んでいたので、

宿題にさせてもらって、今回はその報告である。 

 

 「然後」を『素問・霊枢総索引』で調べて、内容

が例文として問題ないとみれば払って列挙したのだ

が、今回はこちらに非がある。『総索引』の編集現場

でも、この「然後」を「然後」として疑問を持たなか

ったからこそ、この「然後」の前後を取り上げたよう

だ。            (1) 

 

 結論からいうと、この「然後」を文字通り解釈するためには「厥」

を指示代詞と読むしか方法がなかったのである。「厥」を指示代詞に

読むのは医史に有名な「若し薬、瞑眩せ弗れば、厥の病、瘳えず」

(2)の例もあるので全然、抵抗はなかった。 

                (2) 

 だが、『太素』巻第二十九気論・脹論にみえる同文の揚上善注(3)を見ると、「然

後」を無視して「厥氣在下」を「有寒厥之気、留於営衛之間」と解釈しており、上文

とは切り離している。 

 

 はたせるかな『甲乙』巻之八五蔵六府脹第三(4)では「然後」を「然而」に作る。

上文までが健康な生理的機能についての叙述で、「然而」（しかるに）という転折連詞で

「寒厥之気」によって「脹」病態が作られるまでの病機を論じ始めるのである。 

 

 つまり、これは然後の例文としては不適切であるので削除訂正しなければならない。 
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   『太素』蕭延平本         『甲乙経』 
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『漢語大詞典』上海辞書出版社 

 

 


